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（6654〔1146〕年続き）
（【332】）そのとき，スヴャトスラフ [C43] はユーリイ [D17] に向けて使者を遣った。ユーリ
イ [D17] はかれ〔スヴャトスラフ〕に対して，かれのために兄弟のイーゴリ [D42] を探すこと
を〔誓約する〕十字架接吻を行った。そしてユーリイ [D17] は，かれ〔スヴャトスラフ〕を助
けるするために出発した。
イジャスラフ [D112:I] は，ユーリイ [D17] がスヴャトスラフ [C43] を助けるために〔ノヴゴ
ロド・セヴェルスキイ〕へ向かっているとの報を聞いた。そこで，イジャスラフ・ムスチスラ
ヴィチ [D112:I] は，リャザンのロスチスラフ・ヤロスラヴィチ [C54] に向けて，平原を経由し
て 1）使者を遣った 2）。
そして，イジャスラフ [D112:I] 自身は馬に乗ると，スヴャトスラフ [C43] を討伐するために
ノヴゴロド〔・セヴェルスキイ〕へ向かった。そこには，ウラジーミル [C34] とイジャスラフ
[C35] の二人のダヴィド [C3] の息子，かれの息子ムスチスラフ [I1] がいた。
ロスチスラフ [C54] はイジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I]〔の要請〕に聴き従って，
かれ〔イジャスラフ〕の領地の防衛を行いはじめた 3） 。




2）ロスチスラフ [C54] に反抗した甥のウラジーミル [C511] が，1146 年にスヴャトスラフ [C43] の陣営
に身を寄せており（[ イパーチイ年代記 (2)：347 頁，注 368] 参照），この時のロスチスラフにとってス
ヴャトスラフは潜在的な敵手だった。そのため，イジャスラフ [D112:I] はロスチスラフに対して，ユ
ーリイ [D17] の行軍の側面からの妨害・阻止を要請する使者を派遣したのである。
　　またソロヴィヨフによれば，ロスチスラフ [C54] は，自分の父ヤロスラフ・スヴャトスラヴィチ [C5]
を 1128 年にチェルニゴフから追放しており，オレーグ [C4] の息子たちには友好的ではなかったとして
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しているという知らせが入った。そこで，ユーリイは自分の息子イヴァンコ 4） [D172] をス
ヴャトスラフ [C43] のもとへ〔援軍のために〕送り出した。そして，自分自身はコゼリスク 5） 
(Козельск) から〔自領地のロストフ＝スーズダリ地方へ〕戻ってしまった。
イヴァンコ・ユーリエヴィチ [D172] は，ノヴゴロド〔・セヴェルスキイ〕のスヴャトスラ
フ [C43] のところに来た。〔スヴャトスラフは〕かれ〔イヴァンコ〕にクルスク (Курск) をはじ
めとするセイム川沿岸地方を与えた 6）。
そして，〔スヴャトスラフ [C43] は〕自分の家臣たちと評議して，自分の司祭を使者として，







ダヴィドの息子たち〔ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35]〕は，自分たちと兵たちの
ための分を荷車に積んで奪い取るよう命じ，その後，倉庫と聖ゲオルギー教会 9），そして倉庫
4）   ユーリイのおそらく二番目の息子。父ユーリイとともにスーズダリを出陣した。かれについては，
1147 年 2 月に病死したことの他には記録はない。本稿注 52 を参照。　
5）  「コゼリスク」 (Козельск) は，オカ (Ока) 川の支流ジズドラ (Жиздра) 川沿いの城市で，スーズダリ地
方とノヴゴロド・セヴェルスキイのほぼ中間地点に位置している。　
6）  セイム川沿岸の拠点城市「クルスク」は 1141 年からスヴャトスラフ [C43] の領地になっている（[ イ
パーチイ年代記 (2)：324 頁 ] の 1141 年の記事を参照）。かれはノヴゴロド・セヴェルスキイ防衛戦の
直前にもクルスクに立ち寄って，住民に忠誠を誓わせている（[ イパーチイ年代記 (2)：注 362] 参照）
ことからも拠点城市であることがわかる。これをユーリイ [D17] の息子に与えることは，ユーリイの援
助を強く頼っていたことを示している。　
7）  すべての写本について，この個所がおよそ 7 行分の文言が欠落している。15 世紀の『ヴォスクレセン
スカヤ年代記』の並行部分には欠落がなく，その部分を訳すと次のようになる。
    「……今，それに加えて，そなたたちはわしまでも殺そうというのか』。二人はこう答えた。『兄〔イー
ゴリ [C42]〕のことは放っておけ，和議に応ぜよ』。かれ〔スヴャトスラフ [C43]〕は答えた。『わが魂
が肉体にあるうちは，兄を見放すことはできない』」。[ПСРЛ Т.7, 2001: С. 36]　
8）  この村の位置については不明だが，イーゴリ [C42] とスヴャトスラフ [C43] の拠点都市であるノヴゴ
ロド・セヴェルスキイの周辺にあることは確かである。ルィバコフによる歴史地図では，「イーゴリの村」
(Игорево село) として，デスナ側右岸のノヴゴロド・セヴェルスキイからごく近い，南へ 10km ほどの
地点にマッピングされている。[Рыбаков 1951]　
9）  イーゴリ [C42] の手で領地の村に建設された教会。イーゴリの洗礼名が「ユーリイ＝ゲオルギー」
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付きの脱穀場を焼くように命じた。脱穀場には 900 束の穀物があった。
ダヴィドの二人の息子イジャスラフ [C35] とウラジーミル [C34] はムスチスラフ・イジャス
ラヴィチ [I1] と会合し，合議して，イジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I] に対して使者
を派遣した 10） 。そしてかれら自身は，キリスト降誕祭 11） にプチヴリ 12） へ向けて進軍を始めた。
こうして，かれらは〔プチヴリ〕の城市への突撃を行ったが，プチヴリの住民は，イジャスラ















11）  1146 年 12 月 25 日に相当する。　








16）  それまでプチヴリの支配公だったスヴャトスラフ [C43] によって置かれていた代官のこと。　
17）  プチヴリを攻めた主要な四人の公である，イジャスラフ [D112:I] と息子のムスチスラフ [I1]，ダヴ
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500 ベルコフスク 18） の蜜酒，酒瓶 80 本があった。主の昇天教会にあったものは，みな剝がす
ように奪われた。それは，銀製の容器，奉献台の覆い布，奉事用の〔絹の〕布（これらはみな
金糸の刺繍がある），2 台の蝋燭台，香炉，表装した福音書，書物，鐘などであり，公〔スヴャ
トスラフ〕の財産は何一つ残されることはなかった。みな分けられ，700 人の奴隷 19） もまた同
様だった。
スヴャトスラフ [C43] のところ 20） に報告がもたらされた。イジャスラフ・ムスチスラヴィ
チ [D112:I] がやってきて，〔プチヴリの〕城市を攻略し，城内のすべてのスヴャトスラフ [C43]
のものを奪い取ったという。また，かつてはかれの父〔オレーグ・スヴャトスラヴィチ [C4]〕
の家臣で，いまはウラジーミル [C34] のところにいる男 21） から，イジャスラフ [D112:I] 自身が
進軍して来て，ノヴゴロド〔・セヴェルスキイ〕を包囲しようとしているという知らせが，か
れ〔スヴャトスラフ [C43]〕のもとに届けられた。スヴャトスラフ [C43] はこのことを，イヴァ
ンコ・ユーリエヴィチ [D172] と 22） イワン・ロスチスラヴィチ・ベルラドニク [A1221]，自分
の従士たち，原野のポロヴェツ人 23） である母方の伯叔父たち 24） ，〔すなわち〕チュンラク・オ
スロコヴィチ (Тюнрак Осулокович) とその兄弟のカモサ (Камоса) 等に告げて，こう言った。「わ
しを討とうして，イジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I] がやって来る。自分たちのことに
18）  「ベルコヴェフスク」(берковск) は「ベルコヴェツ」(берковец) とも言い，当時の重量単位でプード
(пуд) の 10 倍に相当する [СлРЯ XI-XVII, Вып.1: С. 147] が実重量は不明。後代（17 世紀頃）の 1 プ
ード＝ 16.4kg 換算では 500 ベルコヴェフスクは 82 トンになり，蜜酒の量としては多すぎることから，
当時のプードはかなり軽かったのだろう。　
19）  「奴隷」(челядь) の語は『原初年代記』912 年のオレーグとビザンティン皇帝との協定書の文言に最
初に売買の対象としての奴隷として言及され，それ以降の年代記記事でも奴隷とするために捕獲した
戦争捕虜の意味で使われている。ここでも，住民とは別に，城市内で使役されていた戦争捕虜出身の
奴隷たちを指しているのだろう。なお，この語については，邦語の研究がある。[ 石戸谷 1963][ 石戸谷
1980：93 ～ 135 頁 ]　
20）  この時点でスヴャトスラフ [C43] はノヴゴロド・セヴェルスキイの城内で籠城軍の指揮を執っていた。




[C511] へ」(Володимеру Святославичю) と名前が追加されている。　
23）  ドン川とドニエステル川に挟まれたステップ地帯に展開し，ルーシに服属していたポロヴェツの集団
（[ イパーチイ年代記 (2)：337 頁，注 304] 参照）。　
24）  1146 年秋ころの記述に，「その頃，スヴャトスラフ [C43] はポロヴェツ人の〔首長である〕母方の伯
叔父たちのところに使者を遣った。そして，かれら〔ポロヴェツ人〕300 人が急いでかれ〔スヴャトス
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ついて考えようではないか」。かれらは言った。「公よ，時を移さず馬で行きなさい。そなたが
ここにとどまっていても何にもなりません。〔兵糧の〕穀物がないのです。森林の地 25） へ行き
なさい。そこからなら，自分の父 26） であるユーリイ [D17]に使者を派遣するのに近いでしょう」。









こうして，かれ〔イジャスラフ [C35]〕は，イジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I] と自
分の兄弟のウラジーミル [C34] に頼み込むと，出発した 29） 。そのとき，イジャスラフ [D112:I]
からシヴァルン 30） (Шварн) と兄弟〔イジャスラフ [D112:I]〕の従士団を借り受けて行った。か
25）  ノヴゴロド・セヴェルスキイから見ると北方の，いわゆるヴャティチの地が「森林の地」(лесная 
земля) であり，これに対して南方が平原（ステップ）地帯ということになる。　
26）  1147 年の記事にある，ユーリイ [D17] が派遣した使者の口上では，ユーリイ [D17] はスヴャトスラ
フ [C43] を「兄弟よ」と呼んでおり（本稿注 60 参照），この個所で，ユーリイ [D17] がスヴャトスラフ
[C43] にとって「自分の父」とされているのは一見すると奇妙である。ただ，長幼の序列をはっきりさ
せるために「兄弟で息子である者よ」と呼び掛ける例もあることから（本稿注 288 参照），ここではユ
ーリイ [D17] に対するスヴャトスラフ [C43] の従属的な関係を示すために，このような呼称が使われて
いると考えるべきだろう。　




キイの住民はイジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I]，ダヴィド [C3] の二人の子，スヴャトスラフ・
フセヴォロドヴィチ [C411:G] に使者を遣って言った。『スヴャトスラフ [C43] はわれらを見放して，コ
ラチェフへ行った』。イジャスラフ [C35] は……」[ПСРЛ Т.7, 2001: С. 37] となる。　
29）  このイジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] の主導によるシヴァルンをともなった先遣隊について，『ラ
ヴレンチイ年代記』の並行記事では「イジャスラフ [D112:I] はシュヴァリンとダヴィドの子イジャス
ラフ [C35] にかれ〔スヴャトスラフ [C43]〕を追わせた」として，キエフ大公イジャスラフ [D112:I] の
命令によるものとして描いている。　
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敵のベレンディ人数人を捕獲した 33） 。〔さらにこの捕虜の口から〕スヴャトスラフ [C43] に情







1 月 16 日木曜日 34） のことだった。【336】その日は，聖使徒ペトロの枷の安置の記念日だった。
その結果，神と生命を与える十字架の力が，かれら〔イジャスラフ [C35] とその部隊〕を追い
払ったのである。




に言った。「スヴャトスラフ [C43] は，そなたの兄弟イジャスラフ [C35] とそなたたちの従士
団を撃ち破りました」。
イジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I] はこれを聞いて，スヴャトスラフ [C43] への怒り
を募らせた。勇敢で，戦いに長けていたかれ〔イジャスラフ [D112:I]〕は，自分の軍隊を集めると，
スヴャトスラフ [C43] を討つために，コラチェフへ向けて進軍を始めた。ウラジーミル・ダヴィ
ドヴィチ [C34] もかれと一緒だった。スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] もかれ
と一緒だった。かれらは，敗走してきた従士団と遭遇して，もと来た道を再びコラチェフへと
31）  「セフスコ」(Сѣвьско) は，プチヴリから北北東約 100km に位置する城砦都市。　
32）  「ボルドィジ」(Болдыжь) は，プチヴリから北北東約 145km，コラチェフから南方に約 75km に位
置する城砦都市で，プチヴリとコラチェフの中間地点にあった。　
33）  ベレンディ人に捕まった 3 人も，対抗策として，スヴャトスラフ [C43] 陣営が捕まえた数人のベレン
ディ人も，相手方についての情報を取るための捕虜 (языки) である。　
34）  1147 年 1 月 16 日は木曜日であり，この日に当たっている。　
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軍を進めさせた。イジャスラフ [C35] もしばらくは姿を見せなかったが，真昼時にはかれらの
ところにやって来た。











また，〔イジャスラフ [D112:I]〕はこうも言った。「この領地の中のイーゴリ [C42] のものは，
奴隷であれ物資であれ，わしのものである。スヴャトスラフ [C43] のものは，奴隷であれ物資
であれ，われらで分けようではないか」。そして，そのようになされた。










やく 8 日目に神はかれに魂を取り戻させた 36） 。しかし，かれは食べることも飲むこともでき
なかった。〔イジャスラフ [D112:I] は〕かれを剃髪するよう主教エフィーミイに命じた。その
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ダヴィドの二人の息子〔ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35]〕はドブリャンスク 39） 
(Дьбряньск) へ向けて出発した。
また，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] はコラチェフへ向かった。かれ〔スヴャ
トスラフ [C411:G]〕は，コゼリスク 40） (Козельск) にいる自分の叔父スヴャトスラフ [C43] に使
者を遣って，こう言った。「イジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I] はキエフに戻りましたが，
ダヴィドの二人の息子〔ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35]〕は，スモレンスクのロス
チスラフ [D116:J] とともに，あなたを攻めようとしています」。
こうして，ダヴィドの二人の息子たちはやって来ると，ドブリャンスクで陣を張った。他方，
スヴャトスラフ [C43] はコゼリスクを離れてデドスラヴリ 41） (Дѣдославль) まで行き，さらに，
スヴャトスラフ [C43] はオセトル川 42） (Осетр) 方面へ向かった。
だがこの場所で，イヴァンコ・ベルラドニク [A1221] は，かれ〔スヴャトスラフ [C43]〕を裏切っ
てスモレンスク公ロスチスラフ [D116:J] のもとに走り，その際にスヴャトスラフ [C43] から銀
200 グリヴナと金 12 グリヴナを奪い去った。
さて，スヴャトスラフ [C43] はポルテスク 43） (Полтеск) の城砦に到着した。そこへ，ユーリ
37）  1129 年にムスチスラフ [D11] が定礎した修道院で，かれの一族の菩提寺の役割を果たしていた。[ イ
パーチイ年代記訳注 (2) 注 109] も参照。　
38）  『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では「エフィーミイは〔キエフに〕やって来て，かれ〔イーゴリ
[C42]〕を剃髪した。〔1147 年の〕1 月 5 日のことであった」と日付が記されている。なお，「スヒマ修道士」
(въ схиму) とは，修道士のなかでももっとも厳しい戒律を自らに課した苦行僧を指す。ここではイーゴ
リに完全に俗世への復帰を諦めさせることを意味しているだろう。　
39）  現在のロシアの都市ブリャンスク (Брянск) のことで，デスナ川沿岸に位置している。コラチェフの
南西約 40km と近い位置にある。　
40）  本稿注 5 を参照。　
41）  「デドスラヴリ」(Дѣдославль) について，ナソーノフは，ウパ (Упа) 川上流域の城市で，コゼリスク
からは約 150km 西方に位置する現在の Дедилово 村のこととしている。[Насонов 2002]　
42）  オステル（オショトル）(Остер; Осётр) 川はオカ (Ока) 川支流で，デドスラヴリとコルテスク（次
注参照）の中程の地域を流れている。　






7 － 337 －
『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (3)―『キエフ年代記集成』（1146 ～ 1149 年）
イ [D17] がかれを援助するために，1000 人の鎧を装備した 44） ベロゼロ人 45） 部隊を派遣した。
スヴャトスラフ [C43] は精兵を選りすぐると，ベロゼロ人を率いて，ダヴィドの二人の息子た
ちを討つためにデドスラヴリへと進軍しようとしていた。しかしその時，イヴァンコ・ユーリ
エヴィチ [D172] が体調を崩し，ひどく病みついた。そのために，スヴャトスラフ [C43] は進
軍をやめたが，部隊を解散することはしなかった。





その頃，ユーリイ [D17] の二人の息子，ロスチスラフ [D171] と【339】アンドレイ [D173] が，
ロスチスラフ・ヤロスラヴィチ 48） [C54] を討伐するためにリャザンに進軍していた。ロスチス
ラフ [C54] はリャザンを脱出して，ポロヴェツ人のもとへ，エリトゥク (Ельтук) のもとへと身
を寄せた 49）。
44）  「鎧を装備した」と訳した語は原文で写本によって бренидьец, бернистец,（『ヴォスクレセンスカヤ
年代記』『ニコン年代記』では бронник）などと異同がある。年代記ではこの個所だけの語彙で，おそらく，
鎧を意味する броня から派生した語と考えられる。[Goranin 1995: p.55 n. 384] 　
45）  ベロゼロ（ベロオゼロ）は，『原初年代記』862 年の項にリューリクの兄弟シネウスが座した地とし
て記されている古い城市だが，ノヴゴロドから東北東に約 400km と，遙か北方に位置している。ただ，
地理的にはシェクスナ川＝ヴォルガ川水系によって，ロストフ・スーズダリの地と関係が深く，11 世
紀後半にはこの地の公国の領地になっていた。1096 年にはベロゼロ人はムスチスラフ [D11] の配下と
して，スーズダリ人，ロストフ人とともに，チェルニゴフ公オレーグ [C4] と戦っている。スーズダリ
がユーリイ [D17] の支配下に置かれたのちは，この公の軍勢の一部として戦うようになった。　
46）  ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35] らチェルニゴフ諸公はヴャティチの地を自分の所領の一
部だと考えているふしがあり，この発言にはスヴャトスラフ [C43] を，自分たちとヴャティチ人にとっ
ての共通の敵だとして，連帯意識を植え付けようとする意図があったと考えられる。　
47）  ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35] は，チェルニゴフに戻ったと考えられる。　
48）  本稿注 2 にもあるように，リャザン公のロスチスラフ [C54] は，ユーリイ [D17] の領地ともっとも
近い場所にいるイジャスラフ [D112:I] の同盟者である。ユーリイは，遠征の際に背後を突かれないた
めに，息子たちに命じてこのリャザン公の排除を図ったのである。　
49）  「エリトゥク」はポロヴェツの首長（ハン）の名前。この記事を根拠に，P. トロチコはロスチスラフ
[C54] がポロヴェツの首長エリトゥクの娘と結婚していた，つまり舅のところに身を寄せた可能性を指
摘している [Толочко 2014: С. 158]。　
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その頃，スヴャトスラフ [C43] は，自分の兵 50） をポロヴェツ人のもとへと帰した。かれらに
多くの贈物を与えた。かれらについては，わたしたちが以前に書いたように 51） ，かれら〔スヴャ
トスラフ [C43] たち〕とともに多くのポロヴェツ人が従軍していたのである。




さて，スヴャトスラフ [C43] は戻ってくると，出発してオカ川を遡行し，ポロトヴァ 53） 
(Поротова) 川の河口にあるロブィンスク (Лобыньск) 城砦に到着して，そこで陣を張った。ユー




トルグ 55） (Новый Торг) とムスタ 56） (Мста) 川全域を占領した 57）。
50）  「自分の兵を（…）帰す」(отпусти воѣ своѣ) は内容的に辻褄が合わないことから，воѣ を вуѣ す
なわち，ポロヴェツ人を率いてやって来た自分の「母方の伯叔父」(вуй) と誤記と解釈することも可能
である。[Вілкул 2004: С. 71, прим. 40]　
51）  本年代記の 1146 年秋ころの記述に，「その頃，スヴャトスラフ [C43] は　ポロヴェツ人の〔首長で
ある〕母方の伯叔父たちのところに使者を遣った。そして，かれら〔ポロヴェツ人〕300 人が急いでか
れ〔スヴャトスラフ [C43]〕のもとにやって来た」とある個所を指している（[ イパーチイ年代記 (2)：
348 頁，注 370] 参照）。　
52）  1147 年の乾酪の週 (масленная неделя, масленица) は，2 月 24 日（月曜日）から 3 月 2 日（日曜日）
までの期間を言う。　
53）  「ポロトヴァ川」 (Поротова) は，オカ川左岸を北西の方向に流れる支流。　
54）  『ヴォスクレセンスカヤ年代記』ではこの個所に「使者を遣って伝えた『わが息子について嘆くこと
はない。神がかれを取り上げてしまったからには，別の〔息子〕をそなたに派遣しよう』」(река: «не 
тужи о сыну моемъ; аще того Богъ взялъ, то другой ти послю») との，追加的な文言がある。　
55）  ノヴゴロド地方とロストフ・スーズダリ地方の境界にあり，ヴォルガ川上流の支流トヴェルツァ
(Тверца) 川左岸の城市。トルジョク (Торжок) とも呼ばれる。歴史的にノヴゴロドと北東ルーシとの間
の係争地でもあった。　
56）  ノヴゴロドに近いイリメニ湖 (Ильмень) の東を流れ，この湖に注ぐ川。その上流は，トルジョクの
あるトヴェルツァ川と連水陸路で繋がっており，ヴォルガ川とノヴゴロドを結ぶ戦略的に重要な川だっ
た。　
57）  当時ノヴゴロドはキエフ大公イジャスラフ [D112:I] の弟にあたるスヴャトポルク [D114] が公とし
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他方，ユーリイ [D17] は，〔ロブィンスクにいる〕スヴャトスラフ [C43] に使者を遣って，
スモレンスクの領地を略取するようかれに命じた。そして，スヴャトスラフ [C43] は軍を進め，
ゴリャヂ 58） (голядь)人を捕らえ，ポロトヴァ 59） (Поротва)川上流域を略取した。このようにして，
スヴャトスラフ [C43] の従士団は多くの捕虜を獲得した。
ユーリイ [D17] は〔スヴャトスラフ [C43] へ〕使者を遣って言った。「兄弟よ，わしのとこ
ろへ，モスクワ 60） (Москва) へ来るがよい」。スヴャトスラフ [C43] は【340】自分の子供オレー
グ [C431] と少数の手勢とともにやって来た。またウラジーミル・スヴャトスラヴィチ 61） [C511]





れの息子オレーグ [C431] とウラジーミル・スヴャトスラヴィチ [C511] にも〔贈物を与えた〕。
また，スヴャトスラフ [C43] の家臣たちにも宴席を設けた。こうしてから，客人を帰路につか
せた。ユーリイ [D17] は自分の息子をかれ〔スヴャトスラフ [C43]〕のもとに派遣することを
58）  ゴリャヂ人 (голяди) は，この頃スモレンスク領に隣接していたプロトヴァ川上流域に古来から居住
していたバルト（リトアニア）系の民族。他のバルト系諸族と離れ，スラヴ系のヴャティチ人とクリヴ
ィチ人と隣合っていたことからその後同化された。　
59）  プロトヴァ川 (Протова) とも表記し，北西から南東に向かってオカ川右岸のロブィンスクに流れ込
む支流。上流域はスモレンスク地方との境界にあたる。　
60）  モスクワ (Москва) の地名はこの個所が初出。当時はロストフ・スーズダリ地方とチェルニゴフ地
方の境界地帯に位置していた。スヴャトスラフ [C43] はロブィンスクからオカ川を下り，コロムナ
(Коломна) の地点からモスクワ川に入ったと考えられる。　
61）  ウラジーミル [C511] はスヴャトスラフ [C43] の従甥にあたる。前注 2 の 1146 年秋頃に「ヤロスラ
フ [C5] の孫であるウラジーミル・スヴャトスラヴィチ [C511] がその伯父〔ロスチスラフ [C54]〕のも
とから逃げ出してノヴゴロド〔・セヴェルスキイ〕のスヴャトスラフ [C43] のところに身を寄せていた」
とあるが，それ以来スヴャトスラフ [C43] と行動をともにしていた。　
62）  この「狩猟豹」(пардус) については，『イパーチイ年代記』1160 年の項でも，やはりスヴャトスラフ
[C43] が贈与した品として言及されている。スヴャトスラフとドン流域ポロヴェツ人との関係を考える
と，当時ステップ地帯に生息していた狩猟用のアジア・チータ (Asiatic cheetah; Acinoyx jubatus venaticus)
である可能性が高い [Словарь-СПИ 4: С. 57]。ルーシでこの豹が広く知られていたことは，キエフの
ソフィア大聖堂南塔の壁画や，『1073 年スヴャトスラフ文集』の挿絵などからも推察することができる。
63）  「聖母讃美の日の前日」(на Похвалу святѣй Богородици) は，大斎 (великий пост) 第 5 週の土曜日
にあたる祭日で，「至聖なる聖母讃美の祭日」（Похвала Пресвятой Богородицы）もしくは「アカフ
ィストの土曜日」(Суббота акафиста) と呼ばれ，聖母の庇護よる異教徒からの帝都防衛を記念した祭日。
移動祭日で 1147 年は 4 月 5 日に相当する。その前日の 4 日は金曜日になる。　
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約束し，そのようにした 64）。
さて，スヴャトスラフ [C43] はそこ〔モスクワ〕からロブィンスク (Лобыньск) に戻ると，
そこからさらにネリンスク 65） (Нериньск) へと向かい，オカ川を渡ったところで陣を張った。
受難週間前の柳の日曜日の前日 66） だった。そこで，かれの父〔オレーグ [C4]〕の家臣だった
長老修道士ピョートル・イリイチが逝去した。すでに老齢のため，馬に乗ることはできなかっ
たのである。90 歳だった 67） 。
その年の夏 68），イジャスラフ [D112:I] はクリム〔クリメント〕・スモリャティチ (Клим 








64）  これは，以下に述べられる，ユーリイ [D17] が息子のグレーブ・ユーリエヴィチ [D178] を，スヴャ





66）  1147 年 4 月 12 日土曜日に相当する。　
67）  1146 年の項で，スヴャトスラフ [C43] は「かつてはかれの父 [C4] の家臣で，いまはウラジーミル
[C34] のところにいる男」からキエフ大公イジャスラフ [D112:I] 進軍についての情報を得ている。「ピ
ョートル」はこの人物である可能性が高い。本稿注 21 を参照。　
68）  『ラヴレンチイ年代記』の短い並行記事ではこの叙任の日付を，7 月 27 日（1147 年）の聖パンテレ
イモンの日としている。　
69）  ザルーブ (Заруб) はペレヤスラヴリからドニエプル川を渡河した対岸にある城市。ここに聖母就寝祭
に奉献した修道院があり，このときまでクリメントはスヒマ修道士として修行をしていた。[ イパーチ
イ年代記 (2) 注 328] も参照。なお，заруб を「隠遁」の意味の普通名詞（затвор と同義）として，「隠
遁生活から引き出して」の意味とする解釈もある。[Поппэ 1996: С. 456]　
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おらず，叙任されていないのだから』」[ ノヴゴロド第一年代記 [I]：48 頁 ] として，クリムの選出に反
対であったことは明らかである。マヌイルはギリシア人で，またスモレンスク主教座創設はキエフ府主











73）  キエフの府主教座教会聖ソフィア (св. София) 大聖堂のこと。　
74）  聖クリメント (Климент) は，1 世紀末のローマの聖人クレメンス一世のことで，第 3 代のローマ司
教をつとめた。クリミア半島に流刑され，この地で殉教したという伝説から，最初のルーシの地への宣
教者として崇敬された。パンノニアの伝承では，スラヴの宣教者コンスタンティノス（キュリロス）が
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リシア人が聖ヨハネの手 75） によって叙任を行っているのと同様なのである」。こうして，主教
たちは協議して，聖クレメンスの頭〔の聖骸〕によって府主教の叙任を行った。






ウラジーミル [C34] はチェルニゴフに，イジャスラフ [C35] はスタロドゥーブにいるとの報告
を行った。スヴャトスラフ [C43] は，デドスラヴリ 79） (Дѣдославль) に行った。そこのかれのと
ころへ別のポロヴェツ人たち，すなわちトクソバ族の者たち (токсобичи)80） がやって来た。〔ス
ヴャトスラフ [C43]〕は，かれらの護衛としてスディミル・クチェビチ (Судимир Кучебич) と
ゴレン (Горѣн) をつけ，かれらをスモレンスク人討伐に派遣した。かれらは，ウグラ川の上流
域 81） で掠奪を行った。
その頃，ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35] の代官たちが，ヴャティチの地，すな
わちブリャンスク 82） (Бряньск)，ムツェンスク 83） (Мьченьск)，ブレヴェ 84） (Блеве) などから逃
75）  伝承によれば，「洗礼者ヨハネの右手」の聖骸は 10 世紀にコンスタンティノポリスにもたらされ，
12 世紀の末までは聖物として宮殿に安置されて，高位聖職者の叙任に用いられていたという。　
76）  本稿注 65 を参照。　
77）  本稿注 24 を参照。　




80）  「トクソバ族の者たち」(токсобичи) とは，ドン川・ドネツ川上流域に展開していたポロヴェツ人の
部族名。　
81）  「ウグラ川上流域」(верхъ Угры) とは，スモレンスク地方とチェルニゴフ地方の境界一帯のスモレン
スク側の領地を指している。スヴャトスラフ [C43] は，スモレンスクのロスチスラフ [D116:J] の援軍
の力を削ぐために，ポロヴェツ人部隊を派遣したと考えられる。　
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げ出してきた。〔スヴャトスラフ [C43]〕は，そこ〔デドスラヴリ〕からデヴャゴルスク 85） 
(Девягорьск) へ行き，すべてのヴャティチの地を占領した。すなわちブリャンスク (Брянеск)，
ヴォロビイン 86） (Воробиин)，デスナ沿岸地帯 (Подесьнье)，ドマゴシ 87） (Домагошь)，ムツェン
スク (Мценеск) の近くまで達した。





その頃，グレーブ・ユーリエヴィチ [D178] がデヴャゴルスクのスヴャトスラフ [C43] のと
ころに来た 89） 。かれ〔スヴャトスラフ [C43]〕は，その地から，スヴャトスラフの息子〔オレー
グ [C431]〕とユーリイの息子〔グレーブ [D178]〕，ポロヴェツ人たちを引き連れて，ムツェン
スクへと行った。そして，かれら〔ポロヴェツ人〕に多くの贈物を与え，イジャスラフの息子
〔ムスチスラフ [I1]〕を討伐するために，〔クロム (Кром)90） の〕城市へと向かった。
そこへ，ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] と〔スヴャトスラフ・〕フセヴォロドヴィチ




85）  デドスラヴリとムツェンスクの中間にある村の名で，デドスラヴリからは南西に約 50km 離れている。
86）  ボロベイナ (Воробуйна) とも言い，ナソーノフによれば，デスナ川支流スドスチ (Судость) 川上流
付近に位置ある村落で，ブリャンスクのさらに西方約 50km に位置する。　
87）  ズーシャ川の河岸の城砦で，ムツェンスクの下流の北西約 25km に位置する。　
88）  アゾフ海沿岸からドン川下流域に居住していたチュルク遊牧民とスラブ系移住民が混成した民族集団
と考えられているが詳細は不明。　
89）  グレーブ [D178] の派遣については，本稿注 64 を参照。　
90）  フレーブニコフ写本には「クロム」(Кром) の地名が明記されている。オカ川上流域にある城砦で，
ムツェンスクからは南西に 84km の位置にある。なお，この時にムスチスラフ [I1] はクルスクにいたこ
とから，「クロム」は後代の加筆で，年代記記者は「クルスク」の城市を念頭に置いていた可能性もある。
91）  ソロヴィヨフによれば，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] は叔父のスヴャトスラフ・
オリゴヴィチ [C43] と共に，ウラジーミル [C34] 等に敵対していたが，ここでは仲介役となっており，
おそらく事前にダヴィドの二人の息子（ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35]）と交渉したものと
思われる。[Соловьев 1988: С. 435]　
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こうして，かれらは十字架接吻を行ったが，それを守ることはなかった 92） 。





スラヴィチ [D112:I] は，二人のダヴィドの子〔ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35]〕お
よびスヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] と協議して，ユーリイ [D17] およびスヴャ
トスラフ [C43] をともに討伐することに合意した 94）。
当時，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] は，イジャスラフ [D112:I] から与え
られたボジスキ (Божьски)，メチボジエ (Мечибожие)，コテルニツァ (Котелниця) など全部で
5 つの城市の支配をしていた 95） 。かれはイジャスラフ [D112:I] のもと〔キエフ〕にやって来て，
次のように言って請願を始めた。「父よ。わたしをチェルニゴフへと先に行かせて下さい。そ




92）  この「かれら」とはウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34]，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35]，
スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] の三人を指しており，この「十字架接吻」とは，この
すぐあとに述べられている，この三人とキエフ大公イジャスラフ [D112:I] が，ユーリイ [D17] および
スヴャトスラフ [C43] を討伐する〈大遠征〉を取り決めた際に交わされた宣誓の十字架接吻と理解すべ
きだろう。
93）  すでにこのときには，前注 92 の十字架接吻によって二人のダヴィドの子たちは，スヴャトスラフ
[C43] との一応の和解を完了させていた。ソロヴィヨフが指摘するように，このダヴィドの子たちの発
言は，イジャスラフ [D112:I] をドニエプル東岸におびき寄せるための策略であることは確かである。




95）  イジャスラフ [D112:I] がスヴャトスラフ [C411:G] にキエフの南西方面（南ブク川上流域）の 5 つの
城市を与えたことは，1146 年の記事でボジスキイとメジボジエの名をあげて述べられている（[ イパー
チイ年代記 (2)]：348 頁，注 371, 372 を参照）。ここではもう一つコテルニツァ（コテルニチ）の名が
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した。





スラフ・ダヴィドヴィチ [C35]，さらにスヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] と協議
をして決めた。われらは，わが父方の叔父のユーリイ [D17] とスヴャトスラフ [C43] を討つた
めに，スーズダリに遠征したいと思う。なぜなら，かれ〔ユーリイ [D17]〕はわが敵スヴャト









いでほしいが，われらはウラジーミル [D1] の一族 98） に手を上げることはできません。オレー
グの一族であれば，われらは郎党を引き連れて討伐をいたしましょう」。すると，イジャスラ
フはかれらに向かって言った。「わしの後からついて行く者が善き者である」。
96）  「チェルニゴフの諸公」の表現は，ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] とイジャスラフ・ダヴィド
ヴィチ [C35] の二人を指している。以下も同じ。　
97）  「オレーグの一族」は原文では Ольговичи で，文字通りは「オレーグの子供たち」。キエフ人の口か
ら発せられるこの言葉は，オレーグ [C4] の子孫だけでなく，ダヴィド [C3] の息子たちも含んだ，スヴ
ャトスラフ・ヤロスラフ [C] 以降のチェルニゴフ支配公一族を全体として指している。　
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〔イジャスラフは〕こう言うと，多数の軍兵を集めて進軍を開始した。まず，アリト (Лто)99） 
川まで行き，そこからネジャチン 100） (Нежатин) 方面へと進み，ネジャチンから行軍してルソ











の場所からどこへも行かないでください。かれら〔ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35]〕
は欺いてあなたを呼び寄せようとしています。そして，あなたを殺すか，イーゴリ [C42] の身
代わりとして，あなたを捕らえようとしています。かれらは，スヴャトスラフ・オリゴヴィ
チ [C43] に対して〔同盟を誓う〕十字架接吻をしたのです。かれらは，ユーリイ [D17] を討伐
することをあなたと合意しておきながら，そのユーリイ [D17] のもとへ，十字架を手にした使
99）  表記の上では「リト川」(Лто) となっているが， 現在の「アリト川」(Альт) のこと。ここは聖ボリス
公の殉教の地で，その上流域はキエフから南東に東に 50km ほど。（[ イパーチイ年代記 (1): 266 頁，注
124] も参照）　




のルサニウ村 (с. Русанів) に同定している [Покажчик]。その場合，キエフから東に 45km ほどしか離
れていない。なお『ラヴレンチイ年代記』はイジャスラフ [D112:I] が陣営を張った場所をスーポイ川
(Супой，現在の Супій)（のおそらく上流域）としており，これは『イパーチイ年代記』の後の記事
の記述（本稿注 142 参照）と合致する。その場合はキエフから東へ約 85km ほどの地点になる。　
102）  キエフの千人長。（[ イパーチイ年代記 (2)] の注 334 を参照）　
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者 104） を派遣したのです」。
イジャスラフ [D112:I] はこれを聞くと，もとの場所へと引き返した 105）。
かれ〔イジャスラフ [D112:I]〕は自分の使者たちを，チェルニゴフのウラジーミル [C34] と
その兄弟イジャスラフ [C35] のもとへ派遣して，かれらに対してこう言った。「見よ，われら
は大いなる遠征を計画した。われらの祖父たち，われらの父たち〔が決めたこと〕を確認して
おり，われらはそのことを十字架に接吻し〔て誓っ〕たのだ 106）。もう一度，合意 107） をしよう
ではないか。この遠征について異議を唱えないこと，いかなる内通も行わないこと，この遠征
を信義をもって遂行し，敵対者たちと戦うことを」。












104）  このときユーリイ [D17] がダヴィドの二人の息子たちに十字架接吻をしたことは，のちのイジャス
ラフ [C35] の言葉からも分かる（本稿注 263 を参照）。なお，ここでは使者を通じて十字架接吻の儀礼
を行うために，十字架を持参したと考えられる。　




106）  1146 年の末～ 1147 年初めに，キエフ大公イジャスラフ [D112:I] が自ら遠征して，ウラジーミル







ラヴィチだという。[Літопис руський, 1989: С. 210 прим. 16]　
－ 348 －
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ラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35]〕がかれ〔イジャスラフ [D112:I]〕を裏切ったことを，
イジャスラフ [D112:I] に伝えた。
イジャスラフ [D112:I] は再び自分の使者に十字架接吻文書 110） を持たせて，かれら〔ウラジー
ミル [C34] とイジャスラフ [C35]〕のもとに派遣して，かれらにこう言った。「そなたたちはわ
しに，生涯の〔同盟を誓った〕十字架接吻をしたのではなかったか。だから，わしはそなた







109）  「そなたの配下として馬を連ねる」(подлѣ тебе ѣздити) は年代記に公の言葉として何回か出現する，
相手への服従をあらわす儀礼的な定型句。　
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レンスク人たちに命じて，ユーリイ [D17] の動きを抑えさせよ 113） 。そしてまた，そなたが〔同
盟の〕誓いを立てた者たち 114） のもとへ，またリャザン 115） など各地へ使者を派遣せよ」。
またその時，イジャスラフ [D112:I] は，キエフの自分の弟ウラジーミル [D115] に向けて使
者を派遣した 116） 。イジャスラフ [D112:I] は，かれをキエフへ残していたからである。また，





111）  「十字架接吻文書」(крестная грамота) 破棄については，6652〔1144〕年の項にウラジミルコ
[A121] がフセヴォロド [C41] に対して発した「十字架接吻文書」を破棄したという記録がある。　
112）  イジャスラフ [D112:I] が指揮する遠征軍とロスチスラフ [D116:J] の部隊が合流する手はずになっ
ていた地点。スモレンスク公領とロストフ＝スーズダリ公領の国境のあたりだったと考えられる。　
113）  イジャスラフ [D112:I] は，ユーリイ [D17] がチェルニゴフの諸公の側について援軍を出すことを恐
れて，その動きの牽制を要請したのである。　
114）  「〔同盟の〕誓いを立てた者たち」(ротники) とは，キエフ大公イジャスラフ [D112:I] が指揮をとっ




115）  当時，リャザンは，ユーリイ [D17] の二人の息子ロスチスラフ [D171] とアンドレイ [D173] の勢
力下に置かれていた。ロスチスラフ [D116:J] がそこへ使者を遣って，状況の変化を説明するというこ
とだろう。　
116）  ここは単数の使者 (посолъ) となっているが，『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では「二人の家臣
ドブルィンコとラヂロ」(2 мужа, Добрынку и Радила) を派遣したと，使者の名が明記されている。
117）  1142 年の記事に言及されているキエフの千人長 (тысяцкий)，ラザリ・サコフスキイ (Лазорь 
Саковьский) のこと。[ イパーチイ年代記 (2)：326 頁，注 233] も参照。　
－ 350 －
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チ [C35] と相談して，自分の叔父ユーリイ [D17] を討つために行軍することにしたと。そして，
わしとともに〔遠征に〕行くよう，そなたたちに呼びかけた。すると，そなたたちはわしに言った。



















118）  原文は братью нашю と双数生格形をとっており，チェルニゴフにいるウラジーミル [C34] とイジ
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ることができなかったことは 121） ，われらの知るところではないですか 122） 」。
府主教はかれら〔キエフ人たち〕を制止した。千人長ラザリも，ウラジーミル [D115] の千
人長ラグイロ 123） (Рагуйло)も，なんとかイーゴリ [C42]が殺されないようにと制止した。しかし，
かれら〔キエフ人たち〕はわめき声を上げ，イーゴリ [C42] を殺害するために出発した。ウラ
ジーミル [D115]はそのあとを馬で追いかけた。民衆は橋 124） を渡っていた。かれ〔ウラジーミル〕
はかれらの傍らを馬で通りぬけることができず，馬を右に向けて，グレーブの屋敷の傍らを進
119）  『原初年代記』6576(1068) 年の記事にある，ポロヴェツ人に敗北したイジャスラフ [B] から離反した，
キエフ人の暴動によるフセスラフ [0811:L] の解放と，かれの大公就位，キエフ公館の掠奪，イジャス
ラフ [B] のポーランド亡命などの一連の事件を指している。








121）  この「一族」(племя) は年代記におけるこの言葉の用法から見て「モノマフ一族」を指している。
1139 年から 1146 年までのキエフにおける「オレーグ一族」支配に不満を募らせてきたキエフ人の気持
ちを代弁した言葉だろう。　
122）   1068 年の暴動以来，キエフではフセスラフ [0811:L]，イジャスラフ [B]，スヴャトスラフ [C] と次々
と大公が代わり，ウラジーミル・モノマフ [D1] の父フセヴォロド [D] がキエフの大公に就いたのはよ
うやく 1079 年のことであった。そのことを指しているが，これも年代記記者の創作だろう。　
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125）   「グレーブの屋敷」(Глѣбов двор) は，キエフの千人長ウレブ (Улѣб) が城内に持っていた屋敷のこ





1175 年のアンドレイ敬神公 [D173] 謀殺の記事の中でも反復されている。
127）  『ヨハネ福音書』6:47,11:25 などからの引用。　
128） この場面で，イーゴリ [C42] が死を前に祈っていた聖母イコンについての伝承があり，胸像のエ
レウサ型聖母子像が「イーゴリの聖母」(Игоревская икона Божей Матери) として伝わっている。
[Грушевський Т. 2: С. 156, прим. 2][Святая русь Т.1: С. 549-550]　　
－ 352 －
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[D115] は修道院の門のところでかれに遭遇した。イーゴリ [C42] はかれを見て『ああ，兄弟よ，
わしはどこへ連れて行かれるのか』と言った。ウラジーミル [D115] は馬から飛び降りると，〔馬
の〕上掛けでかれ〔イーゴリ〕を覆って，キエフ人たちに向かって言った。「わが兄弟たちよ，【352】
そのような悪行をなすな，イーゴリ [C42] を殺すな」。そして，ウラジーミル [D115] はかれ〔イー
ゴリ〕を，自分の母 131） の屋敷 132） の門のところまで連れて行った。しかし，その場で〔人々は〕イー
ゴリ [C42] を殴打し始め，イーゴリ [C42] を打ちながら，ウラジーミル [D115] をも殴っていた。
ミハイル 133） はこれを見て馬から飛び降り，ウラジーミル [D115] に加勢をしようとした。ウラ




ル・ムスチスラヴィチ [D115] はこれを〔馬で〕蹴散らし，馬から飛び降りると，イーゴリ [C42]
129）  キエフ公フセヴォロド [C41] の死の直後，1146 年 8 月にキエフ人がイーゴリに対してなした忠誠
の誓いを指している。[ イパーチイ年代記 (2):340 頁 ]　
130）  群衆の言葉と「上衣を剥ぎ取る」は，「福音書」のキリスト磔刑エピソードをふまえている。「わし
は裸…」からここまでの文言は，旧約『ヨブ記』1:21 からの引用。
131）  ウラジーミル [D115] の母は，かれの父ムスチスラフ [D11] が 1122 年に後妻として迎えたノヴゴロ
ド市長官ドミートリイの娘。1155 年の記事でウラジーミル [D115] は「継母の子」(мачешич) と呼ば
れていることからみて，かれと母親とは特別な強いつながりを持っていたことが推定される。[ イパー
チイ年代記 (2)：注 30] を参照。　
132）  以下に示される「ムスチスラフの館」(дворъ Мстиславль) を指している。本稿注 135 参照。　
133）  1169 年の記事にウラジーミル [D115] の家臣 (муж) として，千人長のラグイロと並んでミハル
(Михал) という人物が言及されており，同一人物と推定される。ウラジーミル [D115] 配下の在地貴族
だったのだろう。　　
134）  『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では，この個所に「そしてイーゴリを内壁の上に入れた〔隠した〕」
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の上に覆い被さった。
さて，イーゴリ [C42] は立ち上がり，ムスチスラフ [D11] の屋敷 135） へ入った。さて，人々は，








торжек) を経て，公の館 (Княжь двор)136） まで〔身体を〕引き摺って行った。そして，その場
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トスラフ [C43]〕であり，二人のダヴィドの息子〔ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35]〕








明けて土曜日 139） になると，府主教は，聖テオドロス〔修道院〕の典院アナニヤ (Онанья) を
〔ミハイル教会へと〕派遣した。典院は馬でやって来て，かれ〔イーゴリ〕が裸なのを見ると，
これに衣を着せた。そして，通常の〔弔いの〕聖歌を唱えてから，〔遺体を〕城内の端にある
聖シメオン修道院に運んだ。そこがかれの父〔オレーグ [C4]〕と祖父スヴャトスラフ [C] の修
道院だったからである 140） 。そして，そこに安置した 141） 。
その時，イジャスラフ [D112:I] はスポイ川 142） (Супой) の上流に幕営を張っていた。ウラジー




ゴリ [C42] を守ることができただろうに」。また，イジャスラフ [D112:I] は，自分の従士たち
137）  現在のキエフ大公イジャスラフ [D112:I] を指している。　
138）  『ラヴレンチイ年代記』にはこの教会について，「ノヴゴロド人の礼拝所」(в Новгородьскую 
божницю) と説明されていることから，遺体が放置された下町（ポドール）があり，キエフ人の手が及
ばないこの教会の聖堂内に一時的に安置されたことがわかる。　　
139）これは 1147 年 9 月 20 日の土曜日に相当する。
140）  キエフ城市の西にあるコプィレフ区にある修道院。スヴャトスラフ・ヤロスラヴィチ [C] がシター
デン公の公女オーダを娶ったときに，花嫁とともにトリアーの聖シメオン信仰が勧請されてキエフに建
てられた教会と推定されており，当時はキエフにおけるスヴャトスラフ一族（イーゴリはスヴャトスラ
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イジャスラフ [D112:I] は，ウラジーミル [D115] に宛ててゴロデチ 143） (Городеч) へ使者を，ロ
スチスラフ [D116:J] へ宛ててスモレンスクへ使者を遣った 144） 。
ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] のもとにも，イーゴリ [C42] が殺害されたとの報が伝
えられた。ウラジーミル [C34] は，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] に使者を遣って 145） ，
「兄弟のイーゴリ [C42] が殺害されました」と報じた。かれ〔スヴャトスラフ [C43]〕は上級の
従士たちを呼び集め，かれらにこのことを伝え，おのれの兄弟のことを激しく泣き悲しんだ。
その時，かれ〔スヴャトスラフ [C43]〕のところへ，スーズダリからグレーブ・ユーリエヴィ
チ [D178] がやって来た。そして二人はクルスクへと軍を進めた 146） 。ムスチスラフ [I1] はユー







キイ・ゴロデツ (Остерский Городок) のこと。ウラジーミル [D115] は当初の予定通りチェルニゴフ遠
征のためにゴロデツまで達していたのだろう。　
144）  双方とも，イーゴリ殺害事件によって大義名分を失ったイジャスラフ [D112:I] が，チェルニゴフへ
の遠征を中止する旨を知らせる使者と考えられる。　
145）  この時，スヴャトスラフ [C43] はオカ川の最上流にあるクロム (Кром) の城砦にいた。　
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クルスク人はユーリイの子〔グレーブ [D178]〕のもとへ使者を遣り，かれのところから自
分たちのために代官を連れてきた。〔グレーブは〕自分の代官をかれら〔クルスク人〕のもと
に置くと，自分はスヴャトスラフ [C43] とともに出立し，そこから，ヴィル 147） (Выр) 方面へと
向かった。グレーブ・ユーリエヴィチ [D178] は，セイム川沿岸と平原 148） を越えて進み，ヴィ
ル川周辺の近辺の諸城市に次々と自分の代官を置いていった。ポロヴェツ人の多くは，かれら
〔グレーブ [D178] とスヴャトスラフ [C43]〕に対して〔同盟を誓う〕儀式を行った。
そこのかれらのもとに，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] がやって来た。
ヴィリの住民へ〔〔グレーブ [D178] とスヴャトスラフ [C43]〕の〕軍使が派遣されてきて，
こう言った。「そなたたちは，われわれを裏切るな。われわれは，そなたちをポロヴェツ人に
捕虜として与えるぞ」。かれらは〔答えて〕言った。「われらの公はイジャスラフ [D112:I] です」。
こうして，かれら〔ヴィリの住民〕はかれら〔グレーブ [D178] とスヴャトスラフ [C43]〕に服
従することはなかった。
そこ〔ヴィリ〕から，かれら〔グレーブ [D178] とスヴャトスラフ [C43]〕は，ヴィヤハ
ニ 149） (Вьяхань) へ行った。そこを攻め落とすことできなかった。そして，そこからポパシ 150） 




ジャスラフ・ムスチスラフ [D112:I] は多くの兵を徴集した 151） 。ヴャチェスラフ [D16] のもと
からもかれのところに援軍がやって来た。ヴラジミルの城市からかれのもとに部隊がやって
来た 152） 。こうして，イジャスラフ [D112:I] は自分の部隊を率いてペレヤスラヴリに向かった。
そこでは，かれの弟ロスチスラフ [D116:J] から，ロスチスラフ [D116:J] はすでにかれのもとへ
147）   「ヴィル」 (Выр) は，セイム (Сейма) 川の支流であるヴィル (Выр) 川の中流域にあった城砦を指し
ている。　
148）  「平原」(поле) は，ポロヴェツ人が展開するステップ地帯のこと，ここではセイム川からプショー
ル (Псел) 川に至る，いわゆるセイム川流域一帯 (Посеьме) を指すと思われる。本稿注 1 も参照。
149）  「ヴィヤハニ」(Вьяхань) は，テルン川 (Терн) がスーラ川に合流する河口近くにあった城砦で，ヴ
ィリからは南西に約 25km，クルスクから見ると，南西に約 175km の遠方にある。現在はロハンスコエ・
ゴロディシチェ (Лоханское городище) として遺構が確認されている。
150）  「ポパシ」(Попаш) は，スーラ川河畔にあった城砦で，現在のウクライナのネドリガイロフ
(Недригайлов) 近郊にその遺構がある。ヴァィヤハニから西に 12km ほど離れている。　
151）  キエフの住民を徴集して，遠征のための軍兵を組織することを意味している。　  
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と向かっているとの報がもたらされた。さらに，ロスチスラフ [D116:J] の使者は，かれ〔イジャ
スラフ〕に言った。「兄弟〔ロスチスラフ〕はあなたにこう言っている。『わしを待て。わしは，
そなたのために，ここで【357】リューベチ 153） (Любець) を焼き，多くのものを掠奪した。オレー
グ [C4] 一族に対して，多くの悪をなした。われら二人は，神がわれらに顕すことを同じ場所
で見ようではないか 154） 』」。
これを聴いたイジャスラフ [D112:I] は，ゆっくりと軍を進め，自分の弟ロスチスラフ [D116:J]
の到来を待った。イジャスラフ [D112:I] はチェルナヤ・モギラ 155） (Черная Могила) の場所で陣
を張った。そのかれのもとへ，弟のロスチスラフがスモレンスク人と多くの兵を率いてやって










イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35]，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] およびポロヴェ






154）    「神がわれら二人に顕すことを同じ場所で見る」(видивѣ оба по мѣсту, что намъ Богь явить) は，
これ以降の年代記記事に何度もあらわれる定型句で，ここでは，戦争によってオレーグ一族と決着を付
けるようと決意する言葉。公同士の戦争は神の裁き（神判）によるという考え方が背景にある。　






9 － 359 －
『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (3)―『キエフ年代記集成』（1146 ～ 1149 年）
イジャスラフ [D112:I] とロスチスラフ [D116:J] は，ポロヴェツ人が分散したとの報を聴いた。
【358】また，かれら〔敵勢の動き〕について聴いて，チェルニゴフへと軍を進めた。二人は，
敵勢と遭遇するためにはどこへ進めばよいかについて，自分たちの家臣，従士団，黒頭巾族と
相談をし始めた。黒頭巾族とかれの従士たちは「われらはフセヴォロジ 158） (Всеволожь) へ行け
ば〔敵と〕遭遇できるでしょう」と言った。こう言うと，敵勢と遭遇するために進軍したが，
フセヴォロジまでの間に敵と出遭うことはなかった。なぜなら，イジャスラフ・ダヴィドヴィ
チ [C35]，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43]，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G]
はすでに，フセヴォロジを過ぎて先へ行ってしまったからである。
イジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I] と弟のロスチスラフ [D116:J] は，かれら〔敵勢〕
を追って軍を進めることはしなかった。しかし，すぐにフセヴォロジへ自分の部隊とともに向
かって，フセヴォロジの城市を占領して掠奪し，他にも二つの城市を占領した。他の城市，す
なわちウネネジ 159） (Уненѣж)，ベラヴェジャ 160） (Белавежа)，バフマチ 161） (Бахмачь)の住民たちは，
フセヴォロジが占領されたとの報を耳にして，チェルニゴフへ向けて逃げ出した。他の多くの
城市の住民もやはり逃げ出した。
イジャスラフ [D112:I] とロスチスラフ [D116:J] は〔このことを〕聴くと，かれら住民を追っ
て兵を派遣し，原野でかれらに追い付くと，これらの 3 つの城市を占領した。他の城市の住民
たちは逃げ出した。イジャスラフ [D112:I] はこれらの城市に火をかけるよう命じた 162） 。
グレーブリ 163） の住民 (Глебльци) たちは，ウネジ，ベラヴェジャ，バフマチのことを聞いて，
あわてて逃げ出した。イジャスラフ [D112:I] とその弟のロスチスラフ [D116:J] は，このことを
聞いて，グレーブリへと軍を進めた。グレーブリへとやって来ると，部隊を編成して城市へ向
158） 「フセヴォロジ」(Всеволожь) は，チェルニゴフから南東約 65km に位置する現在のシヴォロジ
(Сиволож) に同定されている。当時はチェルニゴフ公領の城砦だった。　　




置する考えられている。ベーラヤ・ベジャ (Белая Вежа) は古くはハザールの都市サルケル (Саркел) を
指しており，カラムジンは，この城市について，モノマフによってオステル川上流域にハザール人が定
住するために築かれたのが始まりだとしている [Карамзин Т. II-III: С. С. 93]。　　
161）  「バフマチ」(Бахмачь) は現在のウクライナの都市バハマチ (Бахамач) のこと。　
162）  イジャスラフ [D112:I] がこれらの城市に火をかけたことについては，のちにイジャスラフ [C35] に
よって言及されている（本稿注 264 参照）。　
163）  「グレーブリ」(Глебль) はチェルニゴフ公領にあった城砦でその位置は不明。ナソーノフをはじめ
とする研究者は，現在のドミトロフカ (Дмитровка) 近郊にあったと同定している。すぐ後に，「二人の
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に残る。神はわしに，オレーグ [C4] の二人の息子〔スヴャトスラフ [C43] とスヴャトスラフ・
フセヴォロドヴィチ [C411:G]〕とダヴィド [C3] の二人の息子〔イジャスラフ [C35] とウラジー
ミル [C34]〕との決着をつけてくれるだろう。
ロスチスラフ [D116:J] はスモレンスクへ行った。その後になって，川が氷結した頃に，オレー
グの息子 164） 〔スヴャトスラフ [C43]〕とダヴィド [C3] の二人の息子〔イジャスラフ [C35] とウ
ラジーミル [C34]〕は，自分たちの従士団とポロヴェツ人を派遣して，ブリャギン 165） (Брягин)
を攻略した。
164）  フレーブニコフ写本では「オレーグの息子たち」(Олговичи) と複数形になっている。その場合には，
スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] を含むことになる。　
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その年の夏，グレーブ・ユーリエヴィチ [D178] がやって来て 166） ，父親のゴロドク 167） をイジャ
スラフ [D112:I] から奪い取った。イジャスラフ [D112:I] はこれを聞くと，かれのところに使者
を遣って，かれをキエフの自分のところに呼び出そうとした。〔グレーブ〕はかれ〔イジャスラフ〕









人〔の部隊〕を結集すると，かれ〔グレーブ〕を追走し，ルダ 171） (Руда) 川のノソフ 172） (Носов)
付近に追い詰め，かれ〔グレーブ〕の従士の何人かを捕虜に獲った。かれ〔グレーブ〕自身は
ゴロデチ 173） (Городечь) へ行き，他方，ムスチスラフ [I1] はペレヤスラヴリへと〔戻って〕行った。
イジャスラフ [D112:I] はこの出来事のことを聞いて，従士団とベレンディ人を集めた。こう
166）  『ラヴレンチイ年代記』6656(1148) 年の項にある並行記事には，グレーブ [D178] は「オレーグ
一族を援助するためスーズダリからチェルニゴフにやって来て，かれらのもとでしばらく過ごし」(ис 
Суждаля Чернигову в помочь Олговичемъ и пребывъ у нихъ нѣколико) とあるように，チェルニ
ゴフから来たことが分かる。　
167）  オステル川河口に築かれた城砦都市「オステルスキイ・ゴロデツ」(Остерский городец) のこと。
『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では「ゴロドクを討つべくやって来た」(прииде на Городок) と表
現されている。この城市はチェルニゴフ領とペレヤスラヴリ領の境界のペレヤスラヴリ領側に属し，「父
親のゴロドク」(городокъ отень) となっているのは，ユーリイ [D17] と弟のアンドレイ [D18] がペレ
ヤスラヴリを支配していた 1141 年頃までは，かれらの影響力が及んでいたことを指している。その後，
歴代のキエフ大公の所領地となった。当時は，ムスチスラフ [I1] およびその父イジャスラフ [D112:I]
が支配していたと考えられる。[ イパーチイ年代記訳注 (2)：323 頁，注 215] も参照。　
168）  タティーシチェフによると，イジャスラフ [D112:I] はグレーブ [D178] の懐柔を図ったとする。　
169）  グレーブ [D178] に仕える側近貴族。　
170）  ムスチスラフ [I1] は 1146 年夏に，父のイジャスラフ [D112:I] がキエフ大公となり，それまでの支
配地ペレヤスラヴリからキエフに移ったのに伴い，ペレヤスラヴリを所領として支配していたとされて
おり，本記事でそのことが確認できる。　
171）  「ルダ」(Руда) 川の名称については不明。現在ノシフカを流れているノシヴォチカ川 (річка 
Носівочка) の当時の通称か。　
172）  「ノソフ」(Носов) は，現在のウクライナの都市ノシフカ (Носівка) のことで，ペレヤスラヴリから
だと北方へ約 100km 離れている。　
173）  前注 167 のオステルスキイ・ゴロデツのこと。　
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して，イジャスラフ [D112:I] はグレーブ [D178] を討伐するためゴロドク 174） (Городок) へ向かっ
た。
グレーブ [D178] は，ウラジーミル [C34] とスヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43]175） に使者
を遣って，かれ〔スヴャトスラフ〕にこう言った。「イジャスラフ [D112:I] がわしを討ちにやっ
て来る。わしに援軍を送れ」。しかし，かれらはなにも助けることができなかった。
イジャスラフ [D112:I] はグレーブ [D178] を討つべくゴロドクへと進軍し，その城市を 3 日
間包囲した。〔グレーブ・〕ユーリエヴィチ [D178] は恐れおののいて，ゴロドクの城市から馬
で出ると，イジャスラフ [D112:I] に拝礼 176） して，かれと和議を結んだ。イジャスラフ [D112:I]
はキエフに戻った。








た。ハンガリー (Угор) からは自分への援軍の部隊を導入した 177） 。また，ヴラジミル 178） からの
部隊も導入し，自分のベレンディ人の部隊もすべて集め，こうしてチェルニゴフへと進軍した。
やって来ると，オレーグの原 179） (Ольгово поле) に陣を張った。そこで 3 日間陣を構えたが，
イジャスラフ [D112:I] を迎え撃つために，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43]，イジャスラ
フ・ダヴィドヴィチ [C35] とウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34]，スヴャトスラフ・フセヴォ
ロドヴィチ [C411:G]〔の諸公が〕チェルニゴフの城市から出てくることはなかった。
174）  この「ゴロドク」(Городок) は前注 167, 173 の「ゴロデツ」と同じ。　
175）  当時，二人はチェルニゴフにいた。　
176）  降伏の儀礼。[ イパーチイ年代記 (2)：292 頁，注 37] も参照。　
177）  イジャスラフ [D112:I] の末の妹エフロシニアは，1146 年にハンガリー王ゲーザ二世と結婚してい
る。[Rusian genealogy: Evfrosiniia Mstislavna] この結婚は，1146 年当時ムスチスラフ [D11] 一族の最年長
者であるイジャスラフ自身とハンガリー王の同盟強化のために結ばれたと考えることができる。　
178）  この時には，ウラジーミル・アンドレエヴィチ [D181] がヴラジミルの公座に就いていた。　
179）  「オレーグの原」(Ольгово поле) はチェルニゴフの内城 (детинец) から西方に 1 ～ 4km ほどの範
囲に広がる平原で，城市の外縁に敷設されていた防柵 (острог) にほぼ接していた。現在のチェルニゴ
フ市のリゴフ (Льгов) 地区やベロウス (Белоус) 地区あたりがおよそ該当する。　
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するまで 5 日かかった 181） 。イジャスラフ [D112:I] はリューベチの城下で布陣した。
その時，ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34]，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35]，ス













そして，イジャスラフ [D112:I] は，自分の弟ロスチスラフ [D116:J] に使者を遣って，次のよう
に言った。
180）  現在のチェルニゴフ市の中心地から西方に 6km ほどに位置にあるベロウス (Белоус) 地区を指して
いる。以下の記述によれば，イジャスラフ [D112:I] はチェルニゴフの西の一帯を広範に掠奪し，火を
かけている。　
181）  チェルニゴフとリューベチは約 50km ほどしか離れていないことから，イジャスラフ [D112:I] はリ
ューベチへの道中で村落を次々と襲撃・掠奪をしながら行軍したと考えられる。　
182）  イパーチイ写本では，「オリゴヴィチ」となっているが，これは明らかな誤記である。　
183）  リャザン諸公が誰であるかは定めがたいが，1146 年に，ユーリイ [D17] の息子ロスチスラフ
[D171] とアンドレイ [D173] によって，ロスチスラフ・ヤロスラヴィチ [C54] がリャザンを追放され
たあとに，スヴャトスラフ [C43] などの勢力を背景に，リャザンの公位についた諸公と考えられる。　
184）  川の氷が雨で溶け出したことと，6656 年の記事の始めの記述であることから見て，1148 年の初春
(3 ～ 4 月 ) の出来事であろう。　
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185）  1147 年 4 月初めのモスクワでのユーリイ [D17] とスヴャトスラフ [C43] を指していると考えられ
る。
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ミル・ダヴィドヴィチ [C34] のもとへと逃走した 188） 。
その時，かれら〔チェルニゴフにいる諸公〕が派遣した使者たちがユーリイ [D17] のもとか
ら帰ってきた。かれらはかれ〔ユーリイ〕の援助を得ることができなかった。
二人のダヴィドの子ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35]，スヴャトスラフ・オリゴヴィ
















187）  スタニスラヴィチ (Станиславич) は，グレーブ [D178] の配下の貴族のことだろう。　
188）  ペレヤスラヴリ人が味方することを期待した，グレーブ [D178] によるゴロデチからペレヤスラヴリ
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分の家臣たちを使者として派遣して，こう言った。「見よ。〔チェルニゴフの〕兄弟たちとわしは，
使者をやり取りした。そして，ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35] の二人のダヴィドヴィ















イジャスラフ [D112:I] はこれを聞くと，ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] とその兄弟イ
ジャスラフ [C35]，スヴャトスラフ・【366】オリゴヴィチ [C43]，スヴャトスラフ・フセヴォ
ロドヴィチ [C411:G] のもとに，ベルゴロド主教フェオドル 190） と洞窟修道院の典院フェオドー
シイ 191） (Деодос) を使者として，さらに自分の家臣たちを二人に随行させて，チェルニゴフへ





190）  フェオドルは，1147 年 7 月にイジャスラフ [D112:I] が組織した，クリメント・スモリャティチを
府主教に選出するためのキエフでの主教たちの会議に，イジャスラフ派として出席している。イジャス
ラフと近い人物であったことは確かだろう。　
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して〔次のことを誓う〕がよい。そなたたちは，イーゴリ [C42] について〔自分イジャスラフに〕
敵意を持たないこと。かつて為そうとしたことを，〔今後は〕為さないことを」。こうして，〔か






その時〔1148 年秋〕，ユーリイ [D17] の最年長の息子ロスチスラフ [D171] が自分の父親と，
父親がかれにスーズダリの地に領地を与えなかったことから，諍いを起こした 195） 。そしてか
192）  「救世主教会」(церковь святого Спаса) は，チェルニゴフの主教座（首座）教会。1146 年にウラ
ジーミル [C34] とイジャスラフ [C35] は，ここで兄イーゴリ [C42] に忠誠を誓う十字架接吻を行ってい
る。その時に立ち会ったチェルニゴフの主教オヌーフリイ (Онуфрий) が，今回も立ち会っていたと考
えられる。[ イパーチイ年代記 (2)：342 頁，注 336] を参照。　
193）  ソロヴィヨフによれば，4 人のチェルニゴフ諸公（オレーグ一族諸公）は，ユーリイ [D17] の援助
が得られる見込みがないとみて見切りをつけ，自力ではイジャスラフ [D112:I] に対抗するだけの兵力も
ないと考えて，イジャスラフ [D112:I] の肩を持つ方がよいと判断した考えられる。[Соловоьев 1988: 
С. 441]　




　　以下に続く記述を見ると，この「全員集まった」には，3 人の他に，イジャスラフ大公 [D112:I] と，
かれに同行したユーリイ [D17] の息子のロスチスラフ [D171] も含まれている。　






ーチイ年代記』の編集段階で〈和らげる〉方向で改変されたと解釈している。[Лихачев 1985: С. 152-
153]
　　また，ソロヴィヨフは，両者の記事を比較した上で，ロスチスラフ [D171] の利害得失の計算を主な
動機としている。すなわち，ユーリイ [D17] は，イヴァンコ [D172] やグレーブ [D178] 等息子たちの
ときと同じように，ルーシの地で領地を実力で獲得することを目的としてロスチスラフ [D171] を派遣
した。しかし，ロスチスラフ [D171] は，チェルニゴフ諸公がイジャスラフ [D112:I] と和解を試みてい
るのを見て，戦うよりもイジャスラフ [D112:I] に取り入るほうが得策であると判断した，とするので
ある。[Соловоьев 1988: С. 441, прим. 256]
－ 368 －
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エ (Межибожие)，コテルニツァ (Котелниця)，ほかに二つの城市を与えた 199） 。
そして，オステル川〔河口〕のゴロドクでの会合へ 200） ，かれ〔ロスチスラフ [D171]〕を連
れて行った。
イジャスラフ [D112:I] は，ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] とその兄弟のイジャスラフ




リイ [D17] は，ロストフから〔出兵して〕わがノヴゴロドを侮辱して 201） ，かれら〔ノヴゴロド人〕
から貢税を取り立てた。また，行軍の道中で，かれら〔ノヴゴロド地方の民〕に悪事をなした。
196） 「侵害して」の原文は переобидил で，обида は財産などに対する侵害行為をあらわす。ここでロ
スチスラフは，本来長男として受けるべきスーズダリの領土を受けることができないことを「（権利の）
侵害」と見なしたのである。 
197）  この表現については本稿注 109 を参照。　
198）  「みずからの全ての一門」(весь родъ свой) とは，叔父のユーリイ [D17] も含むモノマフ [D1] の一
族を指している。　
199）  ボジェスキイ，メジボジエ，コテルニツァをふくむこの 5 つの城市は，キエフ大公となったイジャ
スラフ [D112:I] が 1146 年に甥（姉妹の子）のスヴャトスラフ [C411:G] に与えた城市と一致する（[ イ
パーチイ年代記 (2)：注 371, 372] 参照）。その後，スヴャトスラフは，イジャスラフから離れてオレー
グ一族の側に付いたとき（1149 年）に，これらの支配を離れている（本稿注 270 参照）。イジャスラフ
大公は，支配公がいなくなったこれら 5 つの城市を，今度はロスチスラフ [D171] に与えたことになる。
これらはすべてキエフの南西方面，南ブク川上流域に位置しており，キエフ大公の領地としては副次的
な意味しか持たなかった。　
200）  前注 193 の「ゴロデツ」と同じ場所。これは，先の 1148 年秋の会合した場所と同じ所を指している。
201）  「侮辱した」(обидети) は，ここでは危害・損害を与えたことを意味している。　
－ 368 －
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ル [C34] とイジャスラフ [C35]〕とスヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] はヴャティチの地を通っ
てロストフへ向けて進軍すること。イジャスラフ [D112:I] は，自分の弟ロスチスラフ [D116:J]
のいるスモレンスクへ行くこと。そして，ヴォルガ川で全員が合流すること 202） 。
そして，イジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I] は，ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34]
とその兄弟のイジャスラフ [C35] を昼食に招待した。こうして，昼食をとり，宴を張り，友誼
を深めた。そして，解散した。イジャスラフ [D112:I] はキエフへ，ウラジーミル・ダヴィドヴィ
チ [C34] とその兄弟のイジャスラフ [C35] はチェルニゴフへと。




その頃，スモレンスクのロスチスラフ [D116:J] は，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] に
対して，かれ〔スヴャトスラフ〕の娘を，自分の息子ロマン [J1] に嫁がせ，スモレンスクへ
嫁入りさせるよう要請した 204） 。〔花嫁〕がノヴゴロド〔・セヴェルスキイ〕から 205） 連れてこ
202）  部隊が合流する地点については，以下の記述で，メドヴェディツァ川河口と特定されている。（本稿
注 210 参照）　
203）  ボジスキイ (Божский) はガーリチ公国との境界にあると同時に，南はポロヴェツ人の居住地とも隣
接していた。ここでは，ポロヴェツ人の襲来から「ルーシの地」（ここではキエフ公領を指しているか）
を守ることを言っているのだろう。　
204）  ユーリイ [D17] に対抗するための，イジャスラフ [D112:I]・ロスチスラフ [D116:J] 陣営とオレー
グ一族の同盟のための政略結婚であることは明らかである。「スモレンスクへ嫁入り」とあるのは，花
嫁が一種の人質としての意味を持っていたことを示している。なお，ロマン [J1] とスヴャトスラフ
[C43] の娘の間の親等は 7 親等であり，教会が禁じる 6 親等以内ではない。　
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られたのは，洗礼祭の週の日曜日，1 月 9 日のことだった 206） 。
その頃，イジャスラフ [D112:I] は自分の父方の叔父ユーリイ [D17] を討つべく〔キエフを〕







フ [D112:I] はロスチスラフ [D116:J] に，ルーシの地の産物と帝国のあらゆる地の産物 207） を贈っ











206）  1149 年の洗礼祭 (Крещение; Богоявление) である 1 月 6 日は木曜日にあたり，洗礼祭の週
(Водохрещи) は 1 月 3 日～ 9 日である。9 日は，祭の週を閉じる日曜日にあたっている。　
207）  ビザンティン帝国との交易品を指している。　
208）  スモレンスクの公領に属するドニエプル川上流域を指している。　
209）  「ヴァリャーギの産物」(дары... отъ Варягъ) とは，スカンジナヴィア諸国との交易品を指している
と考えられる。スモレンスクでは，そのような商品がノヴゴロド経由で入手し易かったのだろう。　
210）  討伐の対象であるユーリイ [D17] の根拠地，ロストフ＝スーズダリ地方を指している。　




212）  距離の単位で「一日行程」(днище) とは，徒歩で一日進む距離のこと。16 世紀の史料に記されてい
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ロドにやって来た。日曜日になり 213） ，かれ〔イジャスラフ〕の息子ヤロスラフ 214） [I2] がノヴ
ゴロドの貴族と共に出迎えを行い，二人は聖ソフィア〔聖堂〕に，聖体礼儀に参列するために，
馬を進めた。












はわれらのウラジーミル [D1] であり，われらのムスチスラフ [D11] です。喜んで，われらが
受けた侮辱のゆえに，そなたと共に進軍しましょう」。こうして解散した。
そして，再びノヴゴロド人たちが言った。「公よ，われらは進軍いたします，全ての者が〔行
213）  『ノヴゴロド第一年代記』6656(1148) 年の記事によれば，イジャスラフ [D112:I] のノヴゴロド訪問
は「冬」のこととなっている。『ラヴレンチイ年代記』では 6657(1149) 年の項の冒頭にイジャスラフの
ノヴゴロド行きが記されている。この日は，大斎の第一日曜日に当たる 1449 年の 2 月 20 日を指す可
能性が高い。　
214）  この時ヤロスラフ [I2] はノヴゴロドの公だった。『ノヴゴロド第一年代記』によると，6656(1148)
年の秋に，イジャスラフ [D112:I] は息子のヤロスラフ [I2] を，キエフからノヴゴロドへ派遣し，ノヴ
ゴロド人はこれを公として受け容れた。それまでノヴゴロド公だったスヴャトポルク [D114] は追放さ
れ，イジャスラフによって，ヴラジミル・ヴォルィンスキイの城市を与えられたという。　
215）  「執達吏」(подвойский) はノヴゴロドの支配公配下の役人で，民衆に公の布告を知らせる役目を担
っていた。「触れ役」(биричь) はノヴゴロドに限らず，一般に公に仕え，同様の仕事を行う役職の名称。
216）  「ヤロスラフ館」(Ярославль дворъ) は，ノヴゴロドの商業区の，かつてヤロスラフ賢公の屋敷が
あったとされる広い跡地で，大橋のたもとに位置し，ノヴゴロドの民会が行われる場所だった。　







3 － 373 －












二人〔イジャスラフとロスチスラフ〕は【371】クスニャチン 221） (Къснятин) へと移動した。
そこでも，ユーリイ〔D17〕からかれらへの知らせはなかった。二人は，かれ〔ユーリイ〕が持っ
ている諸城市と村々を焼き払い，ヴォルガ川の両岸にあるかれのすべての領地を掠奪し始めた。
二人はそこから，ウグレチ原 222） (Углече поле) へ行き，そこからモロガ川 223） (Молога) 河口へと
進んだ。すると，そこへ二人に宛てて知らせがきた。ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] と
スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] がヴャティチ (Вятичи) の自領地に布陣して，この場所
で待機しており，ユーリイ [D17] とイジャスラフ [D112:I] の間で何が起こるか注視していると
いうのである。かれら二人〔ウラジーミルとスヴャトスラフ〕は，全員がメドヴェヂツァ川河
口で会合すると約束したにもかかわらず，二人〔イジャスラフとロスチスラフ〕のもとに来る
218）  この文言は，正式な聖職者である「輔祭」(дьякъ; диакон) になる準備のために剃髪 (гумнице) を
している者でも，まだ正式に叙任されていなければ，その者でさえ参戦するつもりだという意味で，ノ
ヴゴロド人の意気込みの強さを比喩的に表現している。　
219）  「コレラ人」(корѣла) はいわゆる「カレリア人」のことで，ノヴゴロド地方北方に広く居住するフイン・
ウゴル系の住民。民族単位でノヴゴロドの軍団に編入されていたものと考えられる。　




221）  「クスニャチン」 (Къснятинъ; Кстятин) は，カリャージン (Калязин) にほど近いネルリ (Нерль) 川
がヴォルガ川に注ぐ河口にあった城砦で，現在のスクニャチノ (Скнятино) 村に相当する。メドヴェデ
ィツァ河口から東へ 10km ほどしか離れていない。　
222）  「ウグレチ原」(Углече поле) は，現在のウグリチ (Углич) のことで，「クスニャチン」からはヴォ
ルガ川を北東へ 60km ほど下った右岸にあった。　
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225）  この掠奪について『ノヴゴロド第一年代記』6656(1148) 年の記事では「ヴォルガ川に沿った 6 つの
小さな砦を占領し，ヤロスラヴリに至るまで荒廃させた」とより具体的に書かれている。[ ノヴゴロド
第一年代記 [I]：47 頁 ]　
226）  モロガ川河口の地点からからヴォルガ川は南東に向きを変え，110km ほど下った右岸に「ヤロスラ
ヴリ」（現在も同名）があった。この城市は当時の政治的中心地ロストフとコトロスリ川 (Которосль)
で結ばれており重要な拠点であった。　
227）  「柳の日曜日」(Вербьная недѣля) とは，復活祭一週間前の「キリストのエルサレム入城」を祝う
祝祭日のこと。移動祭日で，1149 年の場合には 3 月 27 日に相当する。　
228）  掠奪物や捕虜を輸送するための橇と馬が水に浸るようになって使えなくなったということ。『ラヴレ
ンチイ年代記』6657(1149) 年の記事では，「馬がびっこを引き始めた」(похромоша кони у них) と表
現されている。　
229）  捕虜について『ノヴゴロド第一年代記』6656(1148) 年の記事では「また 7000 人を捕らえた。そし
て悪路のために引き返した」とある。[ ノヴゴロド第一年代記 [I]：47 頁 ]　
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これを聞いたイジャスラフ [D112:I] は，ロスチスラフ・ユーリエヴィチ [D171] を呼び寄せ
る使者を遣った。その頃，イジャスラフ [D112:I] は，ヴィドビィチの聖ミハイル〔修道院〕の



















230）  ウラジーミル [D115] を指している。　
231）  先に，ロスチスラフ [D171] はイジャスラフ [D112:I] から「ボジスキイへ行け」と指示されたとこ
ろから，このときはボジスキイ (Божский) に居住しており，そこからキエフにやって来たのだろう。
232）  戦争によって決着を付けることを意味している。　
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ロスチスラフ [D171] は，スーズダリの自分の父〔ユーリイ [D17]〕のもとにやって来た。そ
して，かれの前に叩頭して 236） 言った。「わたしは聞いています，全ルーシの地と黒頭巾族があ
なたを〔討とうと〕望んでいるということを。かれらはこのように言って，かれ〔イジャスラ





日のことだった 239） 。〔ユーリイは〕ヴャティチの地へ向かった 240） 。






236）  「かれの前に叩頭して」(ударь перед ним челомъ) は服従を示す儀礼的身ぶりで，「拝礼」
(поклонитися) と同じ（ [『イパーチイ年代記』(1) 注 19; イパーチイ年代記 (2) 注 37] を参照）。ロス
チスラフが父と諍いイジャスラフのもとに来たときには「拝礼」(поклонитися) しているので（本稿注
196 参照），後悔して父のもと帰ったこの部分では，強調的な表現を用いたものか。　
237）  「名誉を毀損する」(обезчествовати) とは，ここでは，かれら父子の「ルーシの地」への権利を失
わせることを指している。　
238）  「かれを討つ」(на нь) は文脈からみてキエフ公イジャスラフ [D112:I] を指すと思われる。　
239）  7 月 24 日は諸公の守護聖人ボリスとグレーブの祝日であり，諸公（もしくは年代記記者）は聖人の
加護を願ってその記念日に行動を起こすことがあることからこの日を選んだのだろう。　
240）  後の事態の推移から分かるように，ユーリイ [D17] の遠征はヴャティチの地を経由してペレヤスラ
ヴリに向かい，この城市を攻略することを目指している。ユーリイは若い頃からペレヤスラヴリの領有
の権利を主張しており，1133 年に兄ヤロポルク [D115] がキエフの大公位に就いたときには，この城市
を 8 日間占拠しており [ イパーチイ年代記 (2)：307 頁 ]，1135 年にも再度領有を要求して，1136 年の
初めまで公座に就いていた [ イパーチイ年代記 (2)：309-310 頁 ]。　
－ 376 －
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[C34] も同様に，【375】その弟イジャスラフ [C35] に準備をさせているのだから』」。
さらに，ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35] の家臣がかれ〔スヴャトスラフ〕にこう言っ




242）  「われらのヴャティチに」(в нашѣ Вятичѣ) の言い方は，ヴャティチの地が，ウラジーミル [C34]
が公座を置いているチェルニゴフの支配下にあることを認め，同時に自分たちが同盟して守るべき土地
であることを示唆している。　
243）  マホヴェツは，この「家臣」の使者を，イジャスラフ [D112:I] の重臣ピョートル・ボリスラヴィチ
のこととしている。[Літопис руський, 1989: С. 222, прим. 5]　
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なたは（イジャスラフを討つために 245） ）信義にかなって進軍する 246） のか。それなら，わしに
宣言せよ。わが領地 247） を滅ぼさないことを。わしに重荷を負わせないこと 248） を」。
そして，ユーリイ [D17] からの返答を聞いたあとで 249） ，スヴャトスラフ [C43] は，二人の
ダヴィドの子イジャスラフ [C35] とウラジーミル [C34]，および兄弟のイジャスラフ [D112:I]
の使者たちを呼び出した。そして，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] はイジャスラフ・ム
スチスラヴィチ [D112:I] に対してこう言った。「わしの兄弟の財産 250） を何らかのかたちで返還
せよ。そうすれば，そなたたちの味方になろう」。
イジャスラフ [D112:I] の使者は，イジャスラフ [C35] とその兄弟ウラジーミル [C34] のもと
に戻って来た。ウラジーミル [C34] がイジャスラフ [D112:I] の使者に言った 251） 。
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で屍をさらすまでだ』と言ったと」。
さて，イジャスラフ [D112:I] の使者はキエフに到着すると，ウラジーミル [C34] が命じたよ










さて，ユーリイ [D17] は軍を進めて，ヤルィシェフ 255） (Ярышев) 近郊で宿営した。主の変容
の祝日 256） に，そこへスヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] がやって来た 257） 。そして，スヴャ
トスラフ [C43] はそこでかれ〔ユーリイ [D17]〕を昼食に招いた。そして，昼食をとった後に
解散した。
253）  1148 年にチェルニゴフの救世主教会で，スヴャトスラフ [C43] が他のオレーグ一族の諸公ととも
に，イジャスラフの使節（ベルゴロド主教とキエフ洞窟修道院典院）の前で行った十字架接吻の誓いを
指している。本稿注 192 を参照。　




255）  「ヤルィシェフ」(Ярышев) は村の名と考えられるが場所は不明。ザイツェフはチェルニゴフ公国
とペレヤスラヴリ公国の境界近くにあったと推定している。[Зайцев 2009: С. 198]　ルィバコフ作成の
歴史地図にもノヴゴロド・セヴェルスキイから南に 125km ほどの境界近くに記されている。[Рыбаков 
1951]。下の注 257 の「ヴィヤハニ」(Вьяхань) とほぼ同じ場所と考えられる。　
256）  1149 年 8 月 6 日の土曜日に相当する。タティーシチェフはこれを 8 月 1 日としているが，この日
付には誤解があるようだ。[Татищев 1995: С. 189]　
257）  『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では，ユーリイが「ヴィヤハニ」(Вьяхань) まで進攻したとき，
そこにスヴャトスラフ [C43] だけでなく，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] もやって来
たとして，異同が認められる。なお，この「ヴィヤハニ」(Вьяхань) はテルン川 (Терн) がスーラ川に
合流する河口近く（プチヴリ南方 40km ほど）にあった城砦で，1147 年にグレーブ・ユーリエヴィチ
[D178] の軍が攻略を試みて失敗している。本稿注 149 を参照。　
－ 378 －
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翌日の日曜日 258） の早暁に太陽が昇った頃，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] に娘が生
まれ，洗礼名をマリアと名付けた 259） 。
スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] はユーリイ [D17] に言った。「兄弟よ，われらすべて
にとっての敵イジャスラフ [D112:I] が，われらの兄弟〔イーゴリ [C42]〕を殺したのだ」260） 。
その日に 261），ユーリイ [D17] は自分の軍兵を率いてさらに進軍した。スヴャトスラフ [C43]
は 2 日目〔翌日〕【377】の月曜日 262） にかれのあとを出発し，ユーリイ [C17] に追い付いて合
流した。
そしてユーリイ [D17] とスヴャトスラフ [C43] は，自分たちの使者を二人のダヴィドの子た
ち〔ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35]〕に派遣して言った。「兄弟たちよ，われら二人
とともにイジャスラフ [D112:I] を討つべく進軍しよう」。
ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] とその兄弟イジャスラフ [C35] は，ユーリイ [D17] に
答えてこう言った。「そなた〔ユーリイ〕は，われらに〔味方になるとの〕十字架接吻をした
ではないか 263） 。しかし，イジャスラフ [D112:I] はやって来て，われらの地を略奪し，デスナ
川を越えた一帯のわれらの諸城市を焼いたのだった 264） 。そこで今は，われら二人はイジャス
ラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I] の味方となることを十字架接吻で誓った。われらはそれを守
258）  1149 年 8 月 7 日の日曜日に相当する。　
259）  このスヴャトスラフ [C43] の娘の誕生の記事は，物語の流れを中断しており，後代の挿入と考えら
れる。　
260）  『ラヴレンチイ年代記』の並行記事によれば，スヴャトスラフ [C43] のこの言葉は，「ユーリイがヴ





261）  スヴャトスラフ [C43] に娘が生まれた日，すなわち 8 月 7 日の日曜日を指す。　
262）  1149 年 8 月 8 日の月曜日に相当する。　
263）  ユーリイ [D17] がダヴィドの二人の息子ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35] に対して，味方
になる十字架接吻の誓いを行ったことについては，1147 年夏頃に，イジャスラフ [D112:I] に対する二
人の「裏切り」が発覚した場面で言及されている。（本稿注 104 参照）　
264）  「デスナ川を越えた一帯のわれらの諸城市を焼いた」(по Задѣснью городы наша пожеглъ) とは，
チェルニゴフから見てデスナ川対岸（左岸）のフセヴォロジ，ウネネジ，ベラヴェジャ，バフマチなど
の城市を指している。これらは，1147 年の晩秋～初冬のイジャスラフの掠奪遠征によって焼かれ破壊
されている。本稿注 158 ～ 162 を参照。　
－ 380 －
富山大学人文学部紀要
1 － 381 －
『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (3)―『キエフ年代記集成』（1146 ～ 1149 年）
りたい。われらは魂を弄ぶ 265） ことはできない」。
こうして，二人は〔ユーリイとスヴャトスラフの提案を〕斥けると，使者をイジャスラフ
[D112:I] に派遣して，「ユーリイ [D17] は，今まさにそなたに向かって進軍しており，スヴャ
トスラフ・オリゴヴィチ [C43] もかれと一緒にやって来るでしょう」と伝えた。
ユーリイ [D17] は，ウラジーミル [C34] とイジャスラフ [C35] が自分の申し出を断ったこと
を聞くと，ここからスターラヤ・ベロヴェジャ 266） (Бѣловежа Старая) へと軍を進め，そこで一ヶ
月 267） のあいだ陣を張った。こうして，ポロヴェツの援軍が来るのを待ち，イジャスラフ [D112:I ]
から屈服 268） を申し出る〔使者が来る〕のを待っていた。そして，イジャスラフ [D112:I ] から
音沙汰がないことを知ると，合戦をするために，そこからスポイ川 269） (Супой) へと向かった。
この場所〔スポイ川〕のかれ〔ユーリイ〕のもとに，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ




イジャスラフ [D112:I] はこのことを聞いて，自分の弟ロスチスラフ [D116:J] を呼び寄せるた
めに使者を派遣して，こう言った。「先にわれら二人は，もしユーリイ [D17] がチェルニゴフ
を通り過ぎたときには，【378】そなたは，わしのところに〔援軍に〕やって来るということを
265）  「魂を弄ぶ」(играти душой) は，「十字架接吻に違反する」ことを意味する定型的表現 [СлРЯ XI-
XVII Т. 6, С. 82]。これには「軽薄に振る舞った (играть) あげく，神罰によって魂 (душа) を滅ぼす」こ
とが含意されている。　
266）  スターラヤ・ベロヴェジャ (Бѣловежа Старая) は「ベラヴェジャ」(Белавежа) と同じで，オステ
ル川上流のチェルニゴフ領内にある城市。かりに『ラヴレンチイ年代記』の記述のようにヴィヤハニ
(Вьяхань) からここに来たとすれば，西へ 75km ほど進んだことになる。　
267）  あとに記されるように，戦いが決着した日が 8 月 23 日であるなら，ベロヴェジャでの「一ヶ月」
の布陣は長すぎ，せいぜい，2 週間ほどだったと考えられる。[Бережков, 1963: С. 148] 参照。　






フセヴォロドヴィチ [C411:G] は，叔父のスヴャトスラフ [C43] と常に行動をともにしており，叔父の
所領地ノヴゴロド・セヴェルスキイにいた思われる。なお，スヴャトスラフ [C411:G] が，イジャスラ





1 － 381 －
『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (3)―『キエフ年代記集成』（1146 ～ 1149 年）
取り決めていた 271） 。今こそ，弟よ，ユーリイ [D17] はチェルニゴフを通過した。さあ，来たれ。
われら二人で，神が何を与えるか，ともに見ようではないか 272） 」。また，〔イジャスラフ [D112:I]
は〕ヴラジミル〔の城市〕へと使者を派遣した 273） 。




まで〕やって来ると，クゥディノヴォ村 274） (Кудьново селцо) に陣を張り，ストリャコフ川 275） 
(Стряков) を渡河した。
ペレヤスラヴリの近郊には，イジャスラフ [D112:I] の弟ウラジーミル [D115] とヤロポルク・
ムスチスラヴィチ 276） [D113] が，ロシ川の民 277） を引き連れて，布陣して待ち伏せていた。




271）  この「取り決め」について年代記に直接の言及はない。おそらく，1149 年 3 月末～ 4 月初めにヴ
ォルガ川の氷が緩んだため，対ユーリイ [D17] の遠征を中止して，二人が別れたときに，この取り決め
を行ったと考えられる。　
272）  この表現については，本稿注 154 を参照。　 
273） 当時，ヴラジミルはイジャスラフ [D112:I] の弟のスヴャトポルク [D114] が公として支配しており，
イジャスラフは援軍を求める使者を派遣したのだろう。　
274） 「 クゥディノヴォ村」(Кудьново селцо) は所在不明だが，現在のストロコヴァ (Строкова)（ペレヤ
スラヴリから北東に約 14km）近辺にあったと推定される。　
275）  「ストリャコフ川」(Стряков) は，現在のストロコヴァ (Строкова) のあたりを流れていたと推定さ
れる。[Покажник: Янчине сільце の項 ]　






277）  「ロシ川の民」(поршаны) は，「ロシ (Рось) 川周辺地帯」(Поросье) に住む定住遊牧民を指している。
[ イパーチイ年代記 (2); 341 頁，注 330] を参照。　
278）  ソロヴィヨフは，このイジャスラフ [D112:I] の言葉は，キエフ人をユーリイ [D17] 討伐遠征に引
き入れるための口実の過ぎないと解釈している。ユーリイがモノマフ一族の出身者でイジャスラフの叔
父で長上に当たることから，1147 年の事態と同様に（本稿注 98 を参照）キエフ人がユーリイ討伐遠征
を拒否する可能性があった。また，キエフ人にはユーリイと敵対すべき充分な動機はなかったとしてい
る。[Соловьев 1988: С. 445]　
－ 382 －
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になるだろう 280） 」。こうして，キエフ人たちはイジャスラフ [D112:I] のあとから進んだ。
さて，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] が，かれ〔イジャスラフ [D112:I]〕のもとに援
軍としてやってきた。
イジャスラフ [D112:I] はヴィテチェフ 281） (Витечев) 近郊で陣を張った。そこのかれ〔イジャ
スラフ [D112:I]〕のもとにかれの弟のロスチスラフ [D116:J] が大軍を率いて駆けつけた。二人
は協議をして，ドニエプル川を渡河し，そこからアリト川 282） (Олто) へ向けて軍を進めた。そ
この二人のもとへ，昼頃に知らせが届いた。〔敵の〕射手たちはすでにストリャコフ川を渡り，
またポロヴェツ人たちもストリャコフ川を渡って，【379】〔ペレヤスラヴリの〕城市へ向かっ













されている。ただし，その出典は不明。[Татищев Т. II, 1995: С. 190] 　
281）  「ヴィテチェフ」 (Витечев) はドニエプル川左岸のキエフとペレヤスラヴリとのほぼ中間地点でスト
ゥグナ川河口近くにある城砦都市。現在のヴィタチウ (Витачiв) 村に相当する。　
282）  現在のアリト川 (Альт) のこと。本稿注 99 も参照。　
283）  この「陣営」(становище) はポロヴェツ人の遊牧・戦闘の単位となる部族共同体を指している。　
284）  原文は тако съ опоною で опона は教会などで仕切りに用いるカーテンのこと。難読の個所だが
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[D116:J] は，ペレヤスラヴリに近づくと，アリト川 286） (Лтиця) を渡り，自分の部隊を率いて城
市の向こう側に回り込み，トルベジ川の河畔に布陣した。




夜が来て，イジャスラフ [D112:I] とロスチスラフ [D116:J] は，城市からトルベジ川の上流の
河岸で宿営した。ユーリイ [D17] はやはり林のところに陣を張り【380】宿営した。







285）  「黒頭巾族」(черныя клобукы) はイジャスラフと同盟している定住遊牧民。[ イパーチイ年代記
(2); 341 頁，注 329] を参照。　
286） 本稿注 282 を参照。　
287）   このペレヤスラヴリに近づいた軍勢が「土塁の間に陣を張る」行為は，『原初年代記』6603(1095)
年の記事で，ポロヴェツの使者クィタンの行為としても描かれている [ ロシア原初年代記 : 248 頁 ]。ペ
レヤスラヴリの城市からトルベジ川を挟んだ東側に広がる原には，この頃から二重の大きな土塁が巡ら
せてあったのだろう。　
288）  原文は単に「兄弟と息子」(брате и сыну) への呼びかけだが，ここではイジャスラフ [D112:I] 一人
をに呼びかけたもの。「息子」が加わっているのは，ユーリイが一族の年長制序列で，イジャスラフよ
りも上位にあることを主張するためである。　
289）  この後にユーリイがキエフ公になると，すぐに息子のロスチスラフ [D171] をペレヤスラヴリの公
座に就けているところから見て，これはロスチスラフ [D171] を念頭に置いて言っていることは明らか
である。　
290）  「神がすべてを見そなわす」(за всимъ Богъ) の表現は，宣誓儀礼における懲罰条項の定型表現。『イ
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イジャスラフ [D112:I] にはこれ〔提案〕が気に入らず 291） ，この使者を拘留して帰さなかった。
そして，〔ペレヤスラヴリの〕城市から全軍を外に出すと，〔防塁の間の〕低地に布陣し，菜園
の向こう側にも陣営を敷いた。





「われは，みずからの命を賭して 295） ，キエフとペレヤスラヴリを獲得したのだ 296） 」。
こうして，ユーリイ [D17] に向かって軍を進めた。ユーリイ [D17] はヤンツィノ村 (Янцино 
сельце) に向こうに布陣していた。両軍は晩課 297） のときまで対峙していた。
イジャスラフ [D112:I] と弟のロスチスラフ [D116:J]，（ウラジーミル [D115] と息子のムスチ





ちれば，キエフも将来危険にさらされると考えた，としている。[Ляскоронский 1987: С. 367]　
292）  ペレヤスラヴリの首座教会。1080 ～ 1090 年代に主教エフレムによって創建された。[Иловайский 
1996: С.278]　
293）  1149 年 8 月 21 日の日曜日の主日聖体礼儀のこと。　
294）  「多数の兵に望みをかけて」(надѣятися на множество вои) の表現は，1123 年にモノマフ一族に
反抗してヴラジミルで戦死したヤロスラフ・スヴャトポルコヴィチ [B32] の「傲慢」の罪をとがめる文
脈の中で 2 度繰り返してあらわれている（[ イパーチイ年代記 (2):292 頁 ]）。年代記記者の姿勢はこの
部分でも変わらないと考えられるので，この文言はイジャスラフ [D112:I] を非難する意味合いを持つ
と解釈できる。　
295）  「命を賭して（…）獲得した」の原文は добыл есми головою своею で，この голова（命）の語は，
1146 年にイジャスラフ [D112:I] がキエフのイーゴリ [C42] を討つために軍を結集したときに兵を前に
して言った「そなたたちの前に屍（命）を晒す」(голову положи перед вами) の宣言に使われており，
これに対応している。　
296）  上の注 294 と同様の主旨で，イジャスラフ [D112:I] のこの言葉は，かれの「傲慢」さのあらわれ
として理解すべきだろう。　
297）  日没から夕方にかけての奉事のこと。　
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自分の部隊を率いて渡河し，まだ丘を登る前に，クズネチィ門 299） (Кузнечий ворот) の向かい
の川敷で陣を張った。
正午の頃だった 300） 。そこへ，ユーリイ [D17] の部隊から逃亡兵たちが駆けて来て，イジャ
スラフ [D112:I] のもとに来ようとしていた。イジャスラフ [D112:I] の護衛部隊はこれを見ると，
慌てふためいて，「敵襲だ！」と叫んだ。イジャスラフ [D112:I] はこれを聞くと，自分の部隊








[D116:J]，【382】イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35]，二人の弟ウラジーミル [D115] とヤロ




299）  クズネチィ門 (Кузнечий ворот) は，ペレヤスラヴリ城市の東側，トルベジ川を挟んで原と丘に面
した城門と考えられる。　
300）  これは，1149 年 8 月 22 日の月曜日の正午ということになる。　
301）  「クラスニイ・ドゥヴォール」 (Красный двор) は一般には「美しい屋敷」を意味し，宮殿を指すこ
とが多い。ここでは，ペレヤスラヴリの内城から東へ 3km ほどの，公の離宮があった場所と考えられる。
302）  何が「確実」であるか原文には説明がないが，文脈を勘案してこう訳した。なおウクライナ語訳は
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スラフ [D112:I] は，これ〔後者〕を気に入って，敵のあとを追った。
ユーリイ [D17] とスヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43]，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィ
チ [C411:G] は，敵の部隊が自分たちのあとを追いかけてくるのを見ると，再び反転して，自








ラフ [D116:J] の部隊の兵が，この有り様を見て，混乱し始めた 304） 。
イジャスラフ [D112:I] は手勢を率いて，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] の部隊および




へと逃げ出し，総勢 3 人だけでキエフに到着した。これは，8 月 23 日のことだった。
翌日 307） ，ユーリイ [D17] は，神の栄光を称賛しながら，ペレヤスラヴリに入城し，大天使
303）  「日が昇りはじめたとき」(Яко солнцю восходящю) は，『ラヴレンチイ年代記』では「日が沈もう
としているとき」(Яко солнцю заходящю) となっており，『ヴォスクレセンスカヤ年代記』『ニコン年
代記』もこちらの読みを採用している。時間経過の順序からみて，戦闘が開始されたのは日没の頃と解
するべきであり [Ляскоронский 1987: С. 369]，開戦の刻を日の出と合わせる『イパーチイ年代記』の
読みは年代記記者（編者）の文体的嗜好による改変の結果と考えるべきだろう。[Вілкул 2004: С. 70]
304）  イパーチイ写本の読みでは「イジャスラフとロスチスラフのポロヴェツ人がこの有り様を見た」
(видивше же половци Изяславли и Ростиславли) と不自然な内容になっていることから，「混乱した」
(смятошася) の付加を含む，フレーブニコフ写本の読みを採用した。　
305）  「戦いに突入した」(съѣхася) は，フレーブニコフ写本で追加されている読みを採用した。　
306）  カネフ (Каневъ) は，ドニエプル右岸にある現在のカニウ (Канiв) で，ペレヤスラヴリから南へ
35km ほど離れている。自軍が壊滅したのを見たイジャスラフ [D112:I] は，ドニエプル川を目指して南
へ逃走し，なんとかドニエプル川を渡河して，キエフ公領内の最寄りの城砦であるカネフに身を寄せた
と考えられる。[ イパーチイ年代記 (2)：334 頁，注 280] も参照。　
307）  1149 年 8 月 24 日に相当する。　
－ 386 －
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イジャスラフ [D112:I] とロスチスラフ [D116:J] は評議して，それから別れた。イジャスラフ
[D112:I]は〔キエフを〕退去して，妻子と共にヴラジミルへと出発した 310） 。ロスチスラフ [D116:J]
はスモレンスクへ帰った。イジャスラフ [D112:I] は，府主教クリメント (Клим) を伴って一緒
に行った。
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